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平
成
22
年
度
第
２
回
通
常
総
会
が

３
月
12
日
、
東
京
・
六
番
町
の
主
婦
会

館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
、新
法
人（
公

益
社
団
法
人
）
移
行
の
選
択
を
承
認

（『
山
』
３
月
号
参
照
）、
平
成
23
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
予
算
は
、

事
業
活
動
収
入
が
前
年
度
を
３
・
０
㌫

下
回
る
４
年
連
続
の
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
予
算
と
な
っ
た
。
当
初
か
ら
赤
字
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
参
照
）。

3
月
11
日
、
東
北
・
関
東
地
方
に
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
が
襲
っ
た
。

非
常
事
態
に
総
会
を
開
催
す
る
か
ど
う

か
、
尾
上
会
長
は
迷
っ
た
。
し
か
し
、

新
法
人
へ
の
移
行
決
議
は
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
予
定
ど
お
り
の
開
催
を

決
定
し
た
の
は
、
11
日
午
後
８
時
を
過

ぎ
て
い
た
。
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
日
ま
で
に
１
４
７
の
出
席
通

知
を
も
ら
っ
て
い
た
。
例
年
に
比
べ
て

多
く
、
新
法
人
へ
の
移
行
な
ど
の
議
案

に
関
心
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

12
日
は
、
首
都
圏
の
交
通
が
混
乱
し
、

午
後
２
時
の
開
催
を
少
し
遅
ら
せ
た
。

開
催
時
点
で
の
出
席
者
は
86
人
に
と
ど

ま
っ
た
が
、
き
び
し
い
予
算
案
を
前
に
、

白
熱
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

■
事
業
計
画

公
益
目
的
事
業
を
積
極
的
に
実
施

事
業
計
画
案
は
宮
崎
紘
一
副
会
長
、

収
支
予
算
案
は
岡
部
紘
財
務
担
当
常
務

理
事
が
説
明
し
た
。
事
業
計
画
は
公
益

目
的
事
業
と
会
員
の
た
め
の
共
益
事
業

に
分
け
て
明
示
し
た
。

公
益
目
的
事
業

①
登
山
に
関
す
る
文
化
・
学
術
の
振

興
事
業
＝
４
～
11
月
に
山
研
で
ミ
ニ
水

力
発
電
を
行
な
う
。『
山
岳
』は
５
月
に
、

英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
６
月
に
発
行
す
る
。

海
外
登
山
助
成
金
の
審
査
・
交
付
は
７

月
と
２
月
に
分
け
て
実
施
す
る
。
12
月

に
第
13
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
。
会
報

『
山
』
は
７
９
１
～
８
０
２
号
を
発
行
。

「
山
の
日
」
制
定
運
動
の
推
進
。

②
児
童
・
青
少
年
の
育
成
事
業
＝
支

部
で
の
活
動
が
多
い
。
山
形
支
部
が
５

月
と
９
月
に
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
一
緒
に

登
ろ
う
」、
北
海
道
支
部
が
７
～
８
月

に
自
然
児
学
校
、
青
森
、
東
京
多
摩
、

東
九
州
、
宮
崎
支
部
な
ど
が
子
ど
も
登

山
教
室
を
実
施
。
山
研
は
自
閉
症
療
育

キ
ャ
ン
プ
。
東
海
支
部
の
東
海
学
生
山

岳
連
盟
へ
の
支
援
活
動
は
秋
に
実
施
。

③
ス
ポ
ー
ツ
及
び
登
山
に
関
す
る

教
育･

啓
蒙
事
業=

第
30
回
深
田
祭
を

山
梨
支
部
が
４
月
に
開
催
。
富
山
、
福

平
成
22
年
度
第
2
回
通
常
総
会
開
催
、

緊
縮
予
算
続
く

平
成
22
年
度
の
第
2
回
通
常
総
会
が
、
₃
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
直
後
と
い
う
こ
と
で
、
開
催
も
躊
躇
さ
れ
た
が
、
新
法
人
移
行
の

重
要
議
案
が
あ
り
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
法
人
移
行
に
関
し
て

は
₃
月
号
に
速
報
ず
み
な
の
で
、
今
号
は
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
、
質
疑

応
答
な
ど
を
、
髙
橋
会
報
編
集
委
員
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

髙
橋
重
之
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心
に
学
生
に
よ
る
ル
ン
ポ
・
カ
ン
リ
登

山
な
ど
。

③
会
議
開
催
な
ど
＝
平
成
23
年
度

第
１
回
総
会
は
６
月
18
日
に
開
催
す
る
。

■
収
支
予
算
案

当
期
収
支
は
１
０
０
万
円
の
赤
字

で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
厳
し
い
予
算

を
組
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
会
費
・

入
会
金
収
入
は
、
前
年
度
予
算
に
比
べ

16
万
円
増
の
５
９
８
８
万
円
と
し
た
。

会
費
を
２
年
間
滞
納
し
て
い
て
除
籍
対

象
者
と
な
る
会
員
が
55
人
と
見
込
ま
れ

る
が
、
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前

提
と
し
て
計
上
し
た
。
入
会
者
は
１
２

０
人
と
見
込
ん
だ
。
事
業
収
入
は
40
万

円
減
の
４
２
０
万
円
で
、
事
業
活
動
収

入
合
計
は
１
９
８
万
円
減
の
６
４
８
６

井
支
部
な
ど
が
播
隆
祭
、
泰
澄
祭
な
ど

を
例
年
ど
お
り
開
催
す
る
。
海
外
委
で

年
６
回
、
海
外
登
山
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映

画
を
全
国
で
巡
回
上
映
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ

-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
が
岩
登
り
・
沢
登
り
講

習
会
。
分
水
嶺
等
踏
査
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
分
水
嶺
、
房
総
半
島
分
水
嶺
、
近
畿

分
水
嶺
、
東
京
多
摩
分
境
嶺
な
ど
。

④
事
故
対
策
事
業
＝
春
山
・
冬
山
シ

ー
ズ
ン
に
携
帯
電
話
メ
ー
ル
で
読
め
る

登
山
者
の
た
め
の
天
気
予
報
。
⑤
山
岳

環
境
保
全
事
業
＝
自
然
保
護
全
国
集
会

は
６
月
11
～
12
日
に
福
岡
で
開
催
。
森

づ
く
り
事
業
が
白
神
山
地
ブ
ナ
林
（
青

森
）、
猿
投
の
森
（
東
海
）、
水
源
の
森

（
宮
崎
）
な
ど
。
福
井
が
夜
叉
ヶ
池
を

守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
。
清
掃
登
山
は
久
住

山
（
東
九
州
）、
大
平
山
（
秋
田
）、
英

彦
山
（
北
九
州
）
な
ど
で
実
施
。
⑥
国

際
交
流
事
業
＝
７
月
に
日
中
韓
学
生
交

流
登
山
。
⑦
そ
の
他
＝
日
本
山
岳
協
会

な
ど
と
の
連
携
な
ど
。

共
益
事
業
（
会
員
の
た
め
の
事
業
）

①
登
山
、
集
会
、
施
設
の
運
用
等
＝

集
会
委
が
７
月
に
第
３
回
欧
州
ア
ル
プ

ス
山
行
、９
月
に
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
。
福
井
支
部
が
チ

ベ
ッ
ト
未
踏
峰
登
山
。
年
次
晩
餐
会
は

12
月
３
日
。

②
海
外
登
山
等
＝
東
海
支
部
を
中

『
山
』
で
も
提
案
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
会
員
は
、
ネ
ッ

ト
で
会
報
を
読
む
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。
す
で
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
１
カ
月
１
０
０
円
を

節
減
で
き
る
と
し
て
、
２
０
０
０
人
が

そ
う
す
れ
ば
年
間
２
４
０
万
円
の
経
費

節
減
と
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
。
固
定
費

（
給
与
手
当
）
１
４
５
０
万
円
は
、
い

か
に
も
多
い
。
管
理
費
の
56
㌫
、
事
業

活
動
支
出
の
22
㌫
を
占
め
て
い
る
。
事

務
局
に
３
人
い
て
、
さ
ら
に
事
務
局
長

が
加
わ
る
。
４
人
は
ム
リ
だ
。
減
ら
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
事
務
を
会
員
に
肩

代
わ
り
す
る
な
ど
、
事
務
局
を
改
革
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

尾
上
会
長　

励
ま
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
貴
重
な
意
見
と
し
て
承
っ
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

下
河
辺
史
郎
会
員
（
６
０
１
９
）
今
年

度
の
決
算
見
込
み
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
。「
た
だ
、
お
金
が
な
い
」
と
言

っ
て
予
算
を
つ
く
る
の
で
は
大
半
の
会

員
が
理
解
で
き
な
い
。
今
年
度
の
見
込

み
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が

ら
予
算
を
つ
く
る
。
今
年
度
の
見
込
み

と
、
来
年
度
の
予
算
を
示
せ
ば
、
実
態

が
よ
く
分
か
る
。
各
委
員
会
、
支
部
の

報
告
で
、
今
年
度
の
見
込
み
は
、
だ
い

た
い
分
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
今
年
は

万
円
。
４
年
連
続
し
て
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
予
算
だ
。
事
業
活
動
支
出
は
４
６
６

万
円
減
の
６
５
３
６
万
円
と
し
た
。
当

期
収
支
は
予
算
の
段
階
か
ら
１
０
０
万

円
の
赤
字
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

事
業
活
動
支
出
は
、
出
版
事
業
費
が

前
年
度
と
同
じ
１
０
４
０
万
円
。『
山

岳
』、
会
報
『
山
』、
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
会
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要
な

も
の
。
支
部
事
業
費
も
同
じ
く
８
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
調
査
研
究
事
業
費

は
前
年
度
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
し
く

し
た
の
で
１
０
７
万
円
減
、
山
研
事
業

管
理
費
は
取
水
沢
の
修
復
工
事
で
50
万

円
増
。

管
理
費
の
う
ち
給
与
手
当
は
事
務

職
３
人
の
ほ
か
事
務
局
長
の
手
当
て
を

見
込
み
２
０
０
万
円
増
と
し
た
。
修
繕

費
は
、
昨
年
は
２
０
１
号
室
を
返
却
し

現
状
復
帰
し
た
費
用
が
か
か
っ
た
。
今

年
度
は
２
９
０
万
円
減
。
こ
れ
に
よ
っ

て
賃
借
費
が
３
２
４
万
円
減
と
な
っ
た
。

期
中
、
経
費
を
削
り
、
最
終
的
に
赤
字

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
が
、

予
算
と
し
て
は
、
当
初
か
ら
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。

■
質
疑
応
答

経
費
節
減
へ
一
段
の
努
力
を

臼
木
博
信
会
員
（
１
２
４
１
６
）
会
報

東日本大地震直後、 緊急の開会であいさつする尾上昇会長
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新
法
人
へ
の
移
行
の
た
め
の
書
類
作
成

な
ど
に
必
要
と
な
る
人
件
費
と
考
え
て

ほ
し
い
。

期
中
の
会
計
管
理
を
厳
格
に

村
井
龍
一
会
員
（
５
０
９
１
）
宮
崎
副

会
長
に
聞
き
た
い
。
予
算
案
は
、
ど
な

た
が
つ
く
っ
た
の
か
。
財
務
委
員
会
に

は
相
談
し
た
の
か
。
私
は
、
こ
の
総
会

の
議
案
と
し
て
初
め
て
知
っ
た
。
収
支

に
つ
い
て
、
お
金
の
流
れ
は
つ
か
ん
で

い
る
か
。
理
事
会
に
四
半
期
ご
と
に
、

予
算
管
理
月
報
に
基
づ
い
て
説
明
し
て

い
る
か
。
上
半
期
で
は
ど
う
か
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
簡
単
に
出
る
は
ず
だ
。

監
査
は
、
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

か
。

宮
崎
副
会
長　

予
算
案
は
財
務
担
当
理

事
を
中
心
に
ま
と
め
る
。
財
務
委
員
会

に
相
談
し
た
か
ど
う
か
は
、
承
知
し
て

い
な
い
。
お
金
の
流
れ
は
、
お
お
ま
か

に
は
、
つ
か
ん
で
い
る
が
、
予
算
管
理

月
報
と
か
、
そ
う
い
う
形
で
、
期
を
区

切
っ
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。
会
計

監
査
は
年
度
末
に
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
。

村
井
会
員　

会
費
収
入
が
収
入
全
体
の

１
０
０
㌫
近
い
と
い
う
の
に
、
そ
ん
な

こ
と
で
い
い
の
か
。
評
議
員
会
や
支
部

長
会
議
に
も
説
明
し
て
い
な
い
。
伝
票

残
念
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
来
年
は
、
当

該
年
度
の
予
算
（
決
算
見
込
み
）、
次

年
度
予
算
と
並
べ
て
比
較
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
た
と
え
ば
補
助
金
収
入
の
よ
う

に
両
年
度
予
算
に
大
き
な
差
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
説
明
し
て

ほ
し
い
。
補
助
金
収
入
は
、
今
年
度
は

１
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
来

年
度
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い

う
事
情
が
あ
る
の
か
。

岡
部
常
務
理
事　

各
委
員
会
、
支
部
か

ら
事
業
計
画
を
聞
い
た
。
そ
れ
を
組
み

入
れ
て
来
年
度
予
算
を
編
成
し
た
。
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
１
０
０

万
円
の
予
算
を
組
ん
だ
が
、
実
際
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
寄
付
金
が
あ

っ
た
。
今
年
度
の
見
込
み
だ
が
、
当
期

収
支
差
額
が
予
算
で
見
込
ん
だ
３
９
８

万
円
の
赤
字
で
収
ま
る
か
ど
う
か
。
い

ま
最
後
の
せ
め
ぎ
合
い
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

安
間
荘
会
員
（
５
５
７
６
）
公
益
法
人

に
は
事
務
局
長
が
必
要
だ
、
と
文
部
科

学
省
が
言
う
か
ら
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
無
給
の
事
務
局
長
で
ど
う
か
。

尾
上
会
長　

文
部
科
学
省
か
ら
事
務
局

長
を
置
く
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
決
定
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。「
事
務
局
長
」
と
い
う
の
は
、

の
チ
ェ
ッ
ク
は
や
っ
て
い
る
か
、
現
金

の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う
か
。

岡
部
常
務
理
事　

伝
票
の
チ
ェ
ッ
ク
は

毎
日
で
は
な
い
が
、
ま
と
め
て
や
っ
て

い
る
。
現
金
チ
ェ
ッ
ク
は
監
査
の
と
き

に
実
施
し
て
い
る
。
毎
日
は
や
っ
て
い

な
い
。

村
井
会
員　

理
事
会
の
議
事
録
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
会
報『
山
』

の
会
務
報
告
を
１
年
間
読
み
返
し
て
み

た
。
ず
い
ぶ
ん
、
お
金
が
か
か
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
な
ど
有
意

義
に
使
わ
れ
る
の
は
い
い
が
、
山
岳
会

全
体
で
、
１
カ
月
に
だ
い
た
い
４
０
０

万
円
ぐ
ら
い
か
か
る
と
推
測
で
き
る
。

今
年
度
の
期
首
繰
越
残
高
は
４
３
５
万

円
だ
っ
た
。
計
算
す
る
と
、
残
高
は
４

月
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

５
～
６
月
は
会
費
収
入
が
あ
る
の
で
い

い
が
、
12
月
で
収
支
ト
ン
ト
ン
と
な
り
、

１
月
は
足
り
な
く
な
っ
て
く
る
。
３
月

ま
で
の
３
カ
月
間
、
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
の
か
。

岡
部
常
務
理
事　

前
年
度
も
、
実
は
２

～
３
月
は
足
り
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

長
期
計
画
準
備
金
を
取
り
崩
し
た
。
定

期
預
金
で
は
な
く
、
普
通
預
金
で
持
っ

て
い
る
資
金
だ
。
今
年
は
、
そ
れ
だ
け

で
足
り
る
か
ど
う
か
。
終
身
会
費
積
立

金
を
使
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
新
し

く
会
費
が
入
っ
た
と
き
全
額
戻
す
こ
と

に
な
る
。

村
井
会
員　

秩
父
宮
記
念
基
金
や
海
外

登
山
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
使
う
と
す
れ
ば
、
長
期
計

画
準
備
金
と
終
身
会
費
積
立
金
だ
。
理

事
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
う
い
う
実
態
を

知
っ
て
い
る
の
か
。

基
金
取
り
崩
し
に
規
定
整
備

藤
本
慶
光
副
会
長　

基
金
の
取
り
崩
し

は
、
新
し
い
法
人
改
革
へ
の
作
業
の
な

か
で
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
取
り
崩

し
の
規
定
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で
、

諸
規
定
の
な
か
に
織
り
込
ん
で
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉
川
正
幸
会
員
（
７
３
４
５
）　

会
計

士
と
し
て
、
経
理
を
手
伝
っ
て
い
る
立

場
か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

公
益
法
人
会
計
基
準
が
３
年
前
に
大
き

く
変
わ
っ
た
。
こ
の
会
計
基
準
に
よ
れ

ば
、
月
次
決
算
あ
る
い
は
四
半
期
決
算

は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代

わ
り
予
算
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

予
算
に
し
た
が
っ
て
執
行
し
て
い
け
ば
、

そ
の
範
囲
内
に
納
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
の
執
行
が
執
行
理
事
の
責
任
と
な

る
。
ま
た
終
身
会
費
積
立
金
は
、
資
産

と
し
て
の
積
立
金
で
、
預
金
勘
定
を
分

（
5
㌻
へ
）
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㈳日本山岳会　平成23年度事業計画書（主な事業）
平成23年4月1日〜平成24年3月31日

1．公益目的事業	
　⑴　登山に関する文化・学術の振興事業	
4月〜 11月	 ミニ水力発電装置運営（山研・ミニ水力発電運営）
5月	 「山岳」106年（2011年）の発行（山岳編集）
6月15日	 �英文ジャーナル（Japanese Alpine News vol.12）の発行
6月4日〜 5日	 第65回ウェストン祭（上高地）（信濃）
7月	 全国大学山岳部実態調査（学生）
7月、2月	 海外登山助成金の審査・交付
10月	 第15回全国山岳博物館等連絡会議（資料映像）
12月3日	 第13回秩父宮記念山岳賞
通年　	 会報『山』791号〜802号の発行
通年　	 図書室の整備・研究（図書管理・図書）
通年　	 登山資料・山岳絵画の整備（資料映像）
通年　	 「山の日」プロジェクトの推進

　⑵　児童・青少年の育成事業	
4月17日	 障害者登山支援（埼玉）
5月	 小学生と高尾山観察登山（東京多摩）
5月、9月	 JAC会員と一緒に登ろう（山形）
7月24日	 青少年体験登山大会（東九州）
7月〜 8月	 第12回自然児学校（北海道）
7月	 少年少女登山教室（青森）
8月	 第14回子ども登山教室（宮崎）
8月	 自閉症児の療育キャンプ（山研）
8月	 身障者登山（青森）
11月13日	 第18回視覚障害者支援登山大会（東九州）
秋季	 東海学生山岳連盟への支援活動
年2回	 家庭裁判所短期少年補導委託登山（宮崎）
未定	 福祉登山（宮城）

　⑶　スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業	
4月10日、6月26日、9月、11月、1月	 ‥
	 第20〜24回講演会（茨城）
4月23日〜 24日	第30回深田祭（山梨）
5月	 自然観察会（福岡）
5月8日	 播隆祭・記念登山（高頭山）（富山）
5月14日、6月19日、10月 1日、11月26日
	 分境嶺踏査山行（東京多摩）
5月15日、6月12日、7月31日、8月27日、9月18日、10月30日、2月19日
	 日本山岳会員と山に親しむ会（静岡）
5月22日〜 23日	海のウェストン祭支援事業（越後）
5月28日～ 29日	泰澄祭（福井）
5月、7月、9月、11月、1月、3月	 ‥
	 海外登山ドキュメント映画全国巡回上映（海外）
5月、6月、7月	岩登り・沢登り講習会（JAC-YOUTH・青年・学生）
5月、9月	 第6、7回登山教室（熊本）
6月、11月、12月	机上講習会₇回（JAC-YOUTH・青年・学生）
6月11日〜 12日	今西レリーフを守る会（京都）
7月10日	 第₇回山の博覧会（山梨）
7月25日	 第54回高頭祭（越後）
7月	 夏山登山の夕べ（栃木）
9月	 藤木祭（関西）
10月16日	 第52回木暮祭（山梨）
10月	 第₄回九州脊梁縦走登山（熊本）
10月	 ヒマラヤの集い（栃木）
11月	 第27回宮崎ウェストン祭（宮崎）
11月	 秋期講演会（栃木）
1月	 岳人のつどい（福岡）
2月	 Winter Climber Meeting後援（JAC-YOUTH・山研）
3月	 シンポジウム「登山を楽しくする科学」（科学）
通年	 オホーツク分水嶺調査（北海道）
通年	 房総半島分水嶺踏査（千葉）
通年	 近畿分水嶺踏査（関西）
通年	 登山教室（関西）
通年	 登山講座講師派遣（中国新聞社文化センター）（広島）
年4期	 NHK文化センター登山教室（東海）

　⑷　事故防止事業	
6月15日、10月 1日、1月28日	 第 3〜5回安全登山講習会（埼玉）
11月	 雪上訓練（JAC-YOUTH・青年・学生）
12月〜 1月、5月	 携帯メールで読める登山者のための天気予報（指導）
12月〜2月	 雪崩研修（北海道）
12月〜3月	 大山冬山パトロール（山陰）
1〜3月	 雪山実地講習会₃回（JAC-YOUTH・青年・学生）
2月	 救助法講習会（埼玉）

　⑸　山岳環境保全事業	
4月〜7月	 講演会・研修会開催事業（石川）

4月〜11月	 夜叉ヶ池を守るパトロール（福井）
4月〜12月	 私たち県民の森林づくり（岐阜）
4月〜12月	 ふるさと登山道整備事業（石川）
5月〜9月	 山岳レインジャー活動（山梨）
6月4日	 久住山開き清掃登山（東九州）
6月11日～ 12日	自然保護全国集会（自然保護・福岡）
6月	 大平山山開き清掃登山（秋田）
6月、7月	 登山道整備（福島）
6月、7月、2月	宮崎水源森づくり育林活動（宮崎）
6月、8月	 植生回復事業（福島）
6月〜9月	 高山植物盗掘防止事業（北海道）
6月、9月	 白神山地ブナ林再生事業（青森）
6月、9月、12月	森つくり実践活動（埼玉）
7月5日	 高山植物盗掘防止パトロール（青森）
9月	 自然保護シンポジウム（埼玉）
10月29日〜 30日	第15回森の勉強会（京都）
3月25日	 英彦山清掃登山（北九州）
春季、秋季	 森づくり（福井）
通年	 森林観察道建設など「国際森林年」記念事業（東海）
通年	 大山横手道上ブナを育成する会（山陰）
通年	 高尾の森づくり
通年	 猿投の森での調査活動（東海）
通年	 藤尾の森つくり（京都）
通年	 大山頂上の保護事業（山陰）
通年	 森林保全巡視活動（北九州）

　⑹　国際交流事業	
7月	 日中韓学生交流登山（韓国開催）（学生）

　⑺　その他目的を達成するための事業
山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本勤労者山
岳連盟、日本山岳ガイド協会、日本ネパール協会、日本ヒマラ
ヤ協会、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト、日本山
岳文化学会）との連携
海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等
国内博物館・美術館との提携
「上高地山岳研究所」の運用

₂．共益目的事業(会員のための事業)	
　⑴　登山、集会、施設の運用等	
4月	 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会（学生）
5月	 伊豆大島探索山行（科学）
5月、11月	 講演会語り継ぐ日本山岳会の歴史（資料映像）
6月4日〜 5日	 新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭（山研）
7月	 クライミング集会（学生）
7月	 第₃回欧州アルプス山行（集会）
7月	 第20回山を語る（図書）
9月	 ナンガパルバット・トレック（集会）
9月	 チベット未踏峰登山（福井）
9月	 日本アルプス山行（集会）
10月15日〜 16日	第27回全国支部懇談会（宮城）
10月30日	 第40回山岳史懇談会（図書）
10月	 5支部合同懇親山行（岐阜）
11月	 新入会員オリエンテーション（総務）
11月	 学生部所属大学山岳部マラソン大会（学生）
12月3日	 平成23年度年次晩餐会（総務）
12月4日	 晩餐会記念山行（集会）
2月	 アイスクライミング集会（学生）
3月	 第29回図書交換会（図書）
冬季	 アイスクライミング研修会（東海）
通年	 インターネットホームページの運営（インターネット）
隔月発行	 機関紙「木の目草の芽」の刊行（自然保護）

　⑵　海外登山等	
4月〜 10月	 ネパール・ヒマラヤ登山隊（海外）
通年	 学生によるルンポカンリ登山ほか（東海）

　⑶　会議等	
通常総会の開催（₂回）
理事会の開催（11回）
常務理事会の開催（11回）
支部長会議（₃回）
支部事務局担当者会議の開催（₁回）
評議員会の開催（₃回）
委員長会議（₃回）
同好会・同期会連絡会議（₁回）
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平成23年度　収支予算書
平成23年4月1日～平成24年3月31日

科　目 平成22年度予算額平成23年度予算額 増　減
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入
　　　　基本財産利息収入 15,000 15,000 0
　　　会費・入会金収入
　　　　入会金収入 2,000,000 2,400,000 400,000
　　　　通常会費収入 57,628,000 57,388,000 -240,000
　　　　終身会費収入 100,000 100,000 0
　　　会費・入会金収入計 59,728,000 59,888,000 160,000
　　　事業収入
　　　　広告料収入 1,500,000 1,500,000 0
　　　　印税収入 0 0 0
　　　　刊行物売上収入 200,000 100,000 -100,000
　　　　山研使用料収入 1,700,000 2,000,000 300,000
　　　　その他事業収入 1,200,000 600,000 -600,000
　　　　　　　事業収入計 4,600,000 4,200,000 -400,000
　　　補助金等収入
　　　　補助金収入 1,000,000 0 -1,000,000
　　　雑収入 0
　　　　受取利息 300,000 60,000 -240,000
　　　　雑収入 1,200,000 700,000 -500,000
　　　　　　　　雑収入計 1,500,000 760,000 -740,000
　　　　事業活動収入合計 66,843,000 64,863,000 -1,980,000

　２．事業活動支出
　　　事業費
　　　　出版事業費 10,400,000 10,400,000 0
　　　　図書管理事業費 180,000 180,000 0
　　　　調査研究事業費 2,360,000 1,290,000 -1,070,000
　　　　指導研究事業費 400,000 500,000 100,000
　　　　支部事業費 8,000,000 8,000,000 0
　　　　海外事業費 150,000 150,000 0
　　　　山岳研究所事業管理費 3,500,000 4,000,000 500,000
　　　　ミニ水力発電運営費 80,000 80,000 0
　　　　海外登山補助費 1,500,000 1,500,000 0
　　　　その他事業費 9,000,000 9,000,000 0
　　　　印刷・製本費 500,000 500,000 0
　　　　刊行物発送費 4,000,000 4,000,000 0
　　　　　　　　事業費計 40,070,000 39,600,000 -470,000
　　　管理費
　　　　給料手当 12,500,000 14,500,000 2,000,000
　　　　文具消耗品費 100,000 100,000 0
　　　　印刷・製本費 1,200,000 1,200,000 0
　　　　旅費交通費 700,000 700,000 0
　　　　通信運搬費 650,000 650,000 0
　　　　火災保険料 183,000 183,000 0
　　　　修繕費 3,000,000 100,000 -2,900,000
　　　　租税公課 880,000 880,000 0
　　　　光熱水道料費 620,000 620,000 0
　　　　電話料 300,000 300,000 0
　　　　会議費 100,000 100,000 0
　　　　什器備品費 300,000 300,000 0
　　　　振替手数料 650,000 650,000 0
　　　　福利厚生費 1,600,000 1,600,000 0
　　　　事務所管理費 1,500,000 1,500,000 0
　　　　その他管理費 1,800,000 1,800,000 0
　　　　負担金 30,000 30,000 0
　　　　賃借料 3,240,000 0 -3,240,000
　　　　雑費 600,000 550,000 -50,000
　　　　　　　　管理費計 29,953,000 25,763,000 -4,190,000
　　　　事業活動支出合計 70,023,000 65,363,000 -4,660,000
　　　　事業収支差額合計 -3,180,000 -500,000 2,680,000

科　目 平成22年度予算額平成23年度予算額 増　減

Ⅱ　投資活動収支の部
　　特定預金支出
　　　終身会費積立金積立 200,000 0 -200,000
　　　退職給与引当預金積立 100,000 0 -100,000
　　　　　投資活動支出計 300,000 0 -300,000
　　　　投資活動収支差額 -300,000 0 300,000

Ⅲ　予備費支出
　　　予備費 500,000 500,000 0
　　　　当期収支差額 -3,980,000 -1,000,000 2,980,000
　　　　前期繰越収支差額 6,456,806 2,476,806 -3,980,000
　　　　次期繰越収支差額 2,476,806 1,476,806 -1,000,000

け
る
と
い
う
こ
と
で
分
け
て
い
る
だ
け

で
現
金
と
同
じ
こ
と
。
取
り
崩
し
て
も

構
わ
な
い
。
長
期
計
画
準
備
金
は
使
途

目
的
が
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
議
論
し

て
積
立
・
使
用
基
準
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
を
取
り

崩
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
法
令
な
ど
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

橋
本
清
会
員
（
６
０
６
６
）
終
身
会
費

積
立
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
つ
い
て
の

会
計
基
準
は
、
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り

だ
。
た
だ
、
会
費
収
入
に
せ
よ
基
金
財

産
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
会
員
か
ら
預
か

っ
た
お
金
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
考
え
て
き
た
。
だ
か
ら
、
取
り

崩
す
場
合
は
財
務
委
員
会
に
諮
る
、
あ

る
い
は
理
事
会
に
諮
っ
て
ほ
し
い
。
印

鑑
の
管
理
、
伝
票
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
含

め
て
、
大
変
だ
が
、
会
の
財
産
を
守
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

尾
上
会
長　

大
変
熱
の
入
っ
た
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
日
本
山
岳
会
は
、

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
大
前
提
に
、
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
に
や
っ
て
き
て
、
不
正
が
起

き
た
と
い
う
こ
と
も
ま
っ
た
く
な
い
の

だ
が
、
新
法
人
に
移
行
す
れ
ば
、
よ
り

厳
し
く
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
管
理
を

き
ち
ん
と
や
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

新
し
い
執
行
部
に
申
し
送
り
た
い
。
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3
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
私
は
車

を
運
転
し
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
揺

れ
に
、
5
分
ほ
ど
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を

つ
け
て
駐
車
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
柱

が
倒
れ
て
く
る
な
か
で
必
死
の
思
い
で

し
た
。

岩
手
県
は
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の

地
震
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
特
に

１
９
６
８
年
の
チ
リ
地
震
津
波
は
ひ
ど

い
も
の
で
、
岩
手
県
沿
岸
で
１
４
２
名

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経

験
か
ら
、
宮
古
市
田
老
地
区
に
は
、
長

さ
24
㌔
、高
さ
10
㍍
の
「
万
里
の
長
城
」

を
思
わ
せ
る
防
潮
堤
が
築
か
れ
て
い
ま

し
た
。
釜
石
湾
、
大
船
渡
湾
、
宮
古
湾

に
も
防
潮
堤
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
津
波
は
こ
れ
を
い
と
も
簡
単
に

軽
々
と
越
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

4
月
10
日
現
在
、
県
災
害
対
策
本
部

の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
岩
手
県
内
で
の

死
者
３
７
９
６
名
、
行
方
不
明
者
４
７‥

２
１
名
、
合
計
８
５
１
７
名
と
の
こ
と

で
す
。
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

た
だ
４
月
12
日
づ
け
の
地
元
紙
に

は
「
水
産
の
街　

復
興
の
灯
火
！
」
と

あ
り
、
宮
古
魚
市
場
が
再
開
さ
れ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
宮
古
市

の
魚
市
場
が
業
務
を
再
開
し
、
活
気
あ

ふ
れ
る
競
り
が
被
災
地
に
希
望
の
灯
を

と
も
し
ま
し
た
。

達
増
岩
手
県
知
事
は
、
県
民
が
力
を

合
わ
せ
て
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

う
「
が
ん
ば
ろ
う
！　

岩
手
」
宣
言
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、

「
希
望
の
灯
火
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

３
月
11
日
、
私
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
て
い
た
と
き
で
し
た
。
微
か
に
揺
れ

を
感
じ
、
今
日
も
来
た
か
と
地
震
を
直

感
し
、
２
日
前
の
余
震
か
と
思
っ
て
い

津波で大被害に遭った石巻市鮎川（東野良撮影）

大
震
災
の
襲
来
と
秋
の
全
国
支
部
懇
談
会

髙
橋
二
義
（
宮
城
支
部
長
）

緊
急
レ
ポ
ー
ト　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
現
場
か
ら

未
曾
有
の
大
災
害
に
も
、「
希
望
の
灯
火
」

内
山
達
雄
（
岩
手
支
部
長
）

た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
本
震
が
き
て
そ

の
揺
れ
の
大
き
さ
に
肝
を
冷
や
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
余
震
な
ど
で
は
な
い
、
い

よ
い
よ
宮
城
県
沖
地
震
の
襲
来
か
…
…
、

と
直
感
し
ま
し
た
。

本
震
の
長
い
こ
と
、
途
中
か
ら
一
段

と
強
い
揺
れ
が
２
度
加
わ
っ
た
よ
う
に

も
感
じ
ま
し
た
。
妻
に
落
ち
着
く
よ
う

に
声
が
け
を
し
て
、
外
に
出
よ
う
と
の

行
動
を
制
し
ま
し
た
。
電
気
が
止
ま
り
、

水
も
す
ぐ
に
汲
ん
で
お
く
よ
う
妻
に
指

示
し
、
電
話
を
と
り
ま
し
た
が
、
す
で

に
通
じ
な
い
状
態
で
し
た
。

ま
ず
市
内
の
親
族
の
安
否
確
認
に

急
ぎ
ま
し
た
。
地
震
直
後
の
道
路
は
い

た
る
と
こ
ろ
で
、
大
き
く
波
打
ち
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
山
状
に
盛
り
上
が
っ
て
通

過
で
き
ず
、
迂
回
し
て
幹
線
を
急
ぎ
ま

し
た
。
途
中
、
国
道
を
越
え
て
い
る
新

幹
線
の
設
備
が
大
き
く
波
打
ち
、
電
柱

が
傾
き
被
害
の
甚
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
は
、
地
震
直
後
か
ら
興
奮
し

た
調
子
で
10
㍍
以
上
の
津
波
警
報
を
繰

り
返
し
報
じ
て
お
り
ま
し
た
。

若
林
区
東
方
に
あ
る
親
戚
が
心
配

で
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
標
高
が
周

囲
よ
り
や
や
高
い
４
㍍
で
あ
り
ま
す
が
、

10
㍍
以
上
の
津
波
警
報
の
う
え
海
岸
か

ら
約
２
・
５
㌔
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
な
の
で
心
配
で
す
。
案
の

定
、
津
波
で
運
ば
れ
た
家
屋
や
車
や
多

く
の
樹
木
な
ど
の
漂
着
物
で
、
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

道
路
、
畑
、
田
圃
を
問
わ
ず
、
周
囲

は
広
範
囲
に
運
ば
れ
た
が
れ
き
の
山
で

し
た
。
仕
事
柄
多
く
の
自
然
災
害
の
復

旧
活
動
を
経
験
し
た
私
で
も
、
そ
の
甚

大
な
被
害
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
体
験
や
記
憶
を
大
き
く
超

え
る
被
害
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。翌

14
日
の
朝
、
神
崎
副
会
長
か
ら
電

話
が
あ
り
状
況
を
問
わ
れ
、
登
山
界
と

し
て
何
か
支
援
で
き
な
い
か
と
聞
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
ー
ル
や
手
紙
、

電
話
な
ど
で
、
本
部
は
じ
め
全
国
の
支

部
長
や
友
人
か
ら
安
否
と
現
状
の
確
認

と
励
ま
し
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
大
い

に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

通
信
が
繋
が
り
に
く
い
な
か
、
会
員

の
安
否
確
認
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
事

務
局
に
も
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
お
り
ま
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今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
皆

さ
ま
方
か
ら
応
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
総
会
の
通
知
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
各
支
部
員
に
伝
え

て
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
当
支
部
員
に
は

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

家
が
被
災
し
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
し
か
も
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
と
い
う
会
員
も
お
り
ま

す
。肝

心
の
山
で
す
が
、
県
内
の
ス
キ
ー

場
の
ほ
と
ん
ど
が
営
業
を
停
止
し
て
お

り
、
平
均
年
齢
67
歳
の
支
部
員
に
は
、

麓
か
ら
歩
い
て
状
況
を
見
て
こ
よ
う
と

い
う
元
気
の
あ
る
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
、
麓
ま
で
行
く
車
両
燃
料
が

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

大
地
震
直
後
、
福
島
県
山
岳
連
盟

加
盟
団
体
に
は
、
岳
連
会
長
を
通
じ
、

ま
た
各
支
部
員
に
は
、
各
通
知
書
を
通

し
て
、
各
自
の
山
行
の
際
、
被
害
状
況

の
把
握
に
努
め
て
く
だ
さ
い
、
と
お
願

い
し
て
あ
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
も
、

こ
ち
ら
の
山
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
特
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
お
持
ち
の
方
は
、「
座
標
の
計

測
」
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
に
な
り
、
福
島
県
で
は
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
続
々
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
観
光
地
は
、
福
島

原
発
事
故
の
風
評
被
害
に
よ
り
、
今
年

は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
地
元

の
観
測
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
福

島
県
は
「
農
業
」
と
「
観
光
」
を
目
玉

に
し
て
お
り
、「
風
評
被
害
」
に
は
ほ

と
ほ
と
困
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

現
在
、
原
発
事
故
に
よ
る
20
㌔
圏
内

避
難
者
が
６
万
人
。観
光
地
の
ホ
テ
ル
、

旅
館
も
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
25
回
全
国
支
部
懇
談
会
の
会
場

だ
っ
た
ホ
テ
ル
も
、
ご
多
分
に
も
れ
ま

せ
ん
。
い
つ
自
宅
に
戻
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、
避
難
所
の
地
区
の
学
校
に

入
学
、
転
校
す
る
子
ど
も
た
ち
も
数
多

く
い
ま
す
。

福
島
県
の
総
電
力
量
の
大
半
が
関

東
圏
に
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ

ん
ご
存
知
で
し
た
か
。
猪
苗
代
湖
や
裏

磐
梯
の
湖
沼
群
の
「
利
水
権
」
は
東
京

電
力
の
も
の
で
あ
り
、
東
京
電
力
の
Ｏ

Ｋ
が
な
け
れ
ば
、
地
元
で
は
一
滴
の
水

も
使
え
ま
せ
ん
。

福
島
県
浜
通
り
地
方
は
、
天
災
と
人

災
が
同
時
に
き
ま
し
た
が
、「
頑
張
ろ

う
」
を
合
言
葉
に
行
動
し
て
お
り
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
方
の
心
温
ま
る
応
援
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

話
は
と
び
ま
す
が
、
福
島
県
奥
会
津

地
方
（
新
潟
県
境
に
近
い
地
方
）
の
、

ブ
ナ
林
の
山
々
が
今
年
は
お
薦
め
で

す
。
も
と
も
と
、
登
山
者
が
少
な
い
場

所
の
う
え
に
、
風
評
被
害
も
あ
る
だ
ろ

う
し
、
事
故
の
あ
っ
た
福
島
原
発
か
ら

も
、
１
０
０
～
１
５
０
㌔
ぐ
ら
い
離
れ

て
お
り
ま
す
。
ご
一
考
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

「
風
評
被
害
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

奥
会
津
の
ブ
ナ
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い

大
谷
司
（
福
島
支
部
長
）

し
た
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
中
で

送
信
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に

わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
津
波
被
害
の
心

配
な
海
岸
の
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
会

員
に
連
絡
が
と
れ
な
い
こ
と
に
イ
ラ
イ

ラ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
わ
か
っ
た
内
容

は
、
支
部
安
否
情
報
と
し
て
会
員
か
ら

メ
ー
ル
発
信
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

津
波
被
害
エ
リ
ア
で
心
配
し
て
た

前
支
部
長
の
千
石
さ
ん
は
、
幸
い
自
宅

も
職
場
も
高
台
で
無
事
で
し
た
。
し
か

し
、
連
絡
の
取
れ
な
か
っ
た
常
磐
線
山

下
駅
近
く
の
田
代
さ
ん
は
家
屋
が
流
失

し
て
い
ま
し
た
。
無
事
脱
出
し
て
息
子

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
い
る
と
の
連
絡
を
も

ら
い
、
支
部
会
員
の
全
員
が
な
ん
と
か

命
だ
け
は
守
り
と
お
し
た
こ
と
を
報
告

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
10
月
に
全
国
の

方
々
を
栗
駒
山
に
迎
え
る
大
き
な
企
画
、

「
第
27
回
全
国
支
部
懇
談
会
」
が
あ
り

ま
す
。
３
年
前
に
岩
手
宮
城
内
陸
地
震

で
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
２
年
間
入
山

規
制
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
城
支
部
は
、
こ
の
春
か
ら
入
念
な

準
備
活
動
を
進
め
、
全
国
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
東
北
、
宮

城
の
元
気
な
姿
も
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
機
会
と
と
ら
え
て
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
全
国
の
皆
さ
ま
、
紅
葉

の
見
事
な
栗
駒
山
に
ぜ
ひ
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
ま
り
に
も
便
利
に
な
っ
た
日
ご

ろ
の
生
活
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
自
然
災

害
で
し
た
が
、
登
山
活
動
で
学
び
得
た

多
く
の
危
機
管
理
感
覚
や
備
え
が
功
を

奏
し
て
守
り
得
た
命
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
山
や
自
然
の
な
か
に
身
を
お
き
、
山

を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
お
見

舞
い
や
、
励
ま
し
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
1
カ

月
以
上
が
経
っ
た
。
大
地
震
と
と
も
に

太
平
洋
側
の
長
い
海
岸
線
に
津
波
が
押

し
寄
せ
、
2
万
８
０
０
０
人
と
も
言
わ

れ
る
い
の
ち
と
多
数
の
家
屋
が
失
わ
れ

た
。
心
配
さ
れ
て
い
た
福
島
原
子
力
発

電
所
の
事
態
収
拾
と
放
射
能
汚
染
の
今

後
の
見
通
し
は
混
沌
と
し
て
い
る
。

こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
当
た
っ
て

日
本
山
岳
会
は
な
に
を
な
す
べ
き
か
。

緊
急
を
要
し
た
の
は
、 

①
ま
ず
は
被
災

地
に
住
む
会
員
と
そ
の
家
族
の
安
否
確

認
で
あ
り
、
②
被
災
者
、
被
災
地
を
救

援
す
る
た
め
の
義
援
金
募
集
だ
っ
た
。

安
否
確
認
に
つ
い
て

混
乱
す
る
通
信
事
情
の
な
か
、
徐
々

に
復
旧
し
始
め
た
電
話
や
メ
ー
ル
伝
送
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
3
月
25

日
ま
で
に
、
会
員
の
犠
牲
者
は
一
人
も

い
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
ほ
っ
と

し
た
。
宮
城
、
岩
手
、
福
島
の
3
県
に

青
森
、
茨
城
を
加
え
、
地
震
と
津
波
に

よ
る
被
害
が
最
も
心
配
さ
れ
た
地
域
に

住
む
会
員
は
ざ
っ
と
40
人
。
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
長
や
事
務
局
長
が
中
心
に
な
っ

て
情
報
を
集
め
た
。

こ
の
間
、
安
否
確
認
を
中
心
と
す
る

被
災
地
支
部
か
ら
の
日
々
の
情
報
が
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。

義
援
金
に
つ
い
て

会
報
3
月
号
に
尾
上
会
長
の
「
被
災

者
、会
員
の
救
援
に
義
援
金
の
お
願
い
」

を
折
り
込
ん
で
か
ら
1
カ
月
で
あ
る
。

常
務
理
事
会
で
は
17
日
に
「
震
災
救
援

募
金
委
員
会
」（
メ
ン
バ
ー
は
常
務
会

の
6
人
）
を
立
ち
上
げ
、た
だ
ち
に
「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
」
に
募
金
口
座
を
開
設
し

た
。
振
り
込
み
は
連
休
明
け
の
22
日
か

ら
届
き
は
じ
め
、
4
月
13
日
ま
で
の
20

日
間
で
、
２
０
０
人
か
ら
３
２
０
万
円

が
集
ま
っ
て
い
る
。
募
金
委
員
会
の
設

立
は
3
月
23
日
の
理
事
会
で
事
後
承
認

さ
れ
、
同
時
に
募
金
期
間
を
６
月
10
日

ま
で
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
お
金
を
ど
う
使
う
の
か
。
日
本

赤
十
字
社
に
寄
託
す
る
な
ど
の
方
法
を

含
め
、
今
後
の
理
事
会
で
最
良
の
方
法

を
検
討
し
た
い
。

【
義
援
金
振
込
先
】

＊「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」か
ら
「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
」
に
送
金
す
る
場
合

総
合
口
座
（
記
号
１
０
０
５
０
）
番
号

７
３
３
１
３
８
８
１　

加
入
者
名
「
日

本
山
岳
会
震
災
救
援
募
金
委
員
会
」

＊「
他
の
金
融
機
関
」か
ら
「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
」
に
送
金
す
る
場
合

店
番
〇
〇
八　

普
通
預
金　

口
座
番
号

７
３
３
１
３
８
８　

加
入
者
名
は
同
じ
。

東
日
本
大
震
災
と
日
本
山
岳
会
の
対
応

震
災
救
援
募
金
委
員
会

募
金
の
お
礼

会
長　

尾
上
昇

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
罹
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
に
、
改
め
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
地
震
や
津
波
の
被
害

を
受
け
ら
れ
た
各
支
部
の
支
部
長
様
に

状
況
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

幸
い
に
も
会
員
の
皆
様
方
に
人
的
な
被

害
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
、
早
速
、
義
援
金
の
募

金
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
委

員
会
か
ら
の
報
告
の
と
お
り
、
短
期
間

に
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
多
額
な
ご

厚
志
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
募
金
の
期
間

は
、
6
月
10
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
隣
県
の
青
森
、
岩
手
、
宮
城
と
福
島

の
各
支
部
に
安
否
確
認
の
電
話
を
し
ま

し
た
が
、
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
日

後
に
よ
う
や
く
連
絡
が
と
れ
、
事
務
局

へ
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
員
の
安
全
が
確
認
で
き
、

ひ
と
安
心
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
変
で

す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
秋
田
支
部
長　

佐
々
木
民
秀
）

「
東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
戦
後
最
大

の
災
害
で
は
あ
り
ま
す
が
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
経
験
も
踏
ま
え
、
日
本
人
の

忍
耐
力
、
底
力
で
も
っ
て
英
知
を
集
め

東
北
・
関
東
の
支
部
長
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ 

て
力
強
く
復
興
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
紆
余
曲
折
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
一
歩
一
歩
の
歩
み
で
山
の
頂

に
達
す
る
の
と
同
様
に
、
一
つ
一
つ
問

題
を
解
決
し
て
必
ず
や
新
し
い
日
本
が

建
設
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
」

（
茨
城
支
部
長　

星
埜
由
尚
）

「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
山
は
私
た
ち
の

心
と
体
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
不
思
議

な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
で
つ
な
が

れ
た
仲
間
を
皆
で
励
ま
し
合
う
『
激
励

山
行
』
を
企
画
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
」�

（
千
葉
支
部
長　

篠
崎
仁
）
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３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
地

震
と
そ
の
直
後
の
津
波
災
害
、
お
よ
び

原
発
事
故
に
関
し
て
、
海
外
の
友
人
か

ら
日
本
の
山
仲
間
に
対
す
る
温
か
い
お

見
舞
い
の
Ｅ
メ
ー
ル
が
80
通
ほ
ど
届
き

ま
し
た
。
電
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

英
国
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の

ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
さ
ん
や
役
員
の

方
々
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
主
要
会
員

と
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
、
国
際
山
岳
連

盟
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）役
員
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
ス
ペ
イ

ン
、イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中

国
、
台
湾
な
ど
か
ら
で
す
。
で
き
る
だ

け
丁
寧
に
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
代
表
的
な
例
を
２
つ
だ
け
原

文
で
紹
介
し
ま
す
。
１
つ
は
日
本
で
も

お
な
じ
み
の
前
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
会

長
の
ナ
ジ
ー
ル
・
サ
ビ
ー
ル
さ
ん
か
ら

で
す
（
上
）。

も
う
一
つ
は
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
大
地
震
の
余
燼
冷
め
や
ら
ぬ
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
で
す（
下
）。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
会
長
に
は
尾
上
会

長
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
代
表
し
て
丁
重
に
感
謝

の
返
信
を
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
在
住
の
『
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
名
誉
編
集

長
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
の
ハ
リ
シ
ュ
・

カ
パ
デ
ィ
ア
さ
ん
は
安
否
を
気
遣
っ
て

２
度
電
話
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
カ
パ

デ
ィ
ア
さ
ん
同
様
、
日
本
か
ら
避
難
す

る
と
き
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
来
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
て
く
れ
た
友
人
は
、
ス

ペ
イ
ン
山
岳
図
書
館
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
）

の
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
イ
テ
ュ
ビ
さ
ん
、
ス

イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
金
融
ア
ナ
リ

ス
ト
兼
山
岳
ガ
イ
ド
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
協

力
者
な
ど
数
人
い
ま
す
。
中
国
か
ら
幾

通
も
の
メ
ー
ル
が
き
ま
し
た
が
、
ラ
サ

在
住
の
チ
ベ
ッ
ト
族
ガ
イ
ド
の
心
配
は

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

彼
の
有
能
な
働

き
で
２
０
０
９
年
の
東
チ
ベ
ッ
ト
踏
査

は
成
功
し
ま
し
た
。

異
色
は
英
国
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

の
著
名
な
登
山
家
の
奥
さ
ん
か
ら
で

す
。
彼
女
は
富
豪
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家

の
娘
で
す
。
北
ウ
エ
ー
ル
ズ
で
大
規
模

な
牧
場
を
経
営
し
て
お
り
、
3
年
前
に

ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
夫
妻
と
一
緒
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
登
山
家
・
写
真
家
か
ら
の
メ
ー
ル

も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。「
今
、
南

極
半
島
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
旅
か
ら

帰
っ
た
か
ば
か
り
で
す
。
南
極
に
も
津

波
警
報
は
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
事
も

起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
実
際
に
は

10
㌢
の
津
波
が
記
録
さ
れ
た
）。

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
創
設
に
尽
力
し
た
ア
メ

リ
カ
山
岳
会
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
名
誉
会
員

で
あ
る
ビ
ル
・
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
は
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
で
す
が
、
ニ
ッ
ク
・
ク
リ
ン

チ
さ
ん
の
友
人
の
せ
い
か
、
私
を
気
に

か
け
て
く
れ
、
4
年
前
に
私
を
ア
メ
リ

カ
山
岳
会
名
誉
会
員
に
推
挙
し
て
く
れ

ま
し
た
。
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
は
名
門
の

出
で
、
ア
リ
ゾ
ナ
・
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
の

伝
統
あ
る
ラ
ウ
エ
ル
天
文
台
の
館
長
で

す
。
い
ち
早
く
米
赤
十
字
に
義
捐
金
を

出
し
た
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。

お
見
舞
い
の
Ｅ
メ
ー
ル
の
ト
ー
ン

は
地
震
発
生
直
後
か
ら
時
間
の
経
過
と

と
も
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
福
島
原

発
事
故
が
世
界
の
関
心
の
的
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。
10
日
ほ
ど
経
っ
た
以
降
の

Ｅ
メ
ー
ル
の
多
く
は
放
射
能
ク
ラ
イ
シ

ス
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
登
山
界
の
篤
い
友
情
に
は

心
を
打
た
れ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
も
、
世
界
か
ら
温
か
い
気
持
ち
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
ー
ル

大
震
災
に
、海
外
か
ら
も
温
か
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
村
保

“We are shocked to hear a catastrophe of huge 
jolt and Tsunami that has shattered the normal 
life in Japan and killed thousands of people while 
numbers of survivors have been made homeless 
and thousands are disappearing. We are very 
sad about the loss of precious lives and pray 
for eternal peace for the departed souls. This is 
the worst ever natural disaster in the history of 
Japan since after World War II. We are watching 
the situation with lots of worry as aftershocks 
are carrying on and with much concern for 
nuclear crisis of the Fukushima plant.  We 
are praying for safety of yourself, your family 
members and all of our mountaineering friends.  
Nazir Sabir （12/3/2011）”

“Hope you, your family and friends are coping 
OK with the earthquake and tsunami in Japan. We 
hope that yourself and members of the Japanese 
Alpine Club have not been badly affected by this 
natural disaster. Our president Peter Cammell 
sends this message:［On behalf the New Zealand 
Alpine Club & all it’s members we wish to convey 
our deepest commiseration to the people who 
have been affected by the earthquake & tsunami 
in Japan. Our thoughts are very much with you.
Peter Cammell, NZAC President.］（17/3/2011）”
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昨
年
7
月
、
90
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た

国
立
民
族
学
博
物
館
初
代
館
長
、
梅
棹

忠
夫
さ
ん
の
偉
業
を
偲
ぶ
特
別
展
「
ウ

メ
サ
オ
タ
ダ
オ
展
」
が
、
3
月
10
日
か

ら
6
月
14
日
ま
で
同
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

梅
棹
さ
ん
は
、
１
９
９
５
年
、
日
本

山
岳
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

会
員
番
号
３
９
６
３
だ
っ
た
。

「
知
の
探
検
家
」
と
し
て
知
ら
れ
る
梅

棹
さ
ん
は
、
生
態
学
か
ら
民
族
学
、
比

較
文
明
論
へ
と
幅
広
く
活
躍
し
た
。
同

館
に
は
、
そ
の
梅
棹
さ
ん
が
残
し
た
フ

ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
写
真
、
記
録
テ
ー

プ
、ス
ケ
ッ
チ
、日
記
な
ど
膨
大
な
資
料

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
の
な

か
か
ら
、「
人
類
の
未
来
」
を
見
通
し
た

梅
棹
さ
ん
の
考
え
方
な
ど
も
考
慮
に
入

れ
、
約
５
０
０
点
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。

特
別
展
示
館
の
１
階
入
口
を
入
る

と
、
ま
ず
中
央
に
、
名
著
『
知
的
生
産

の
技
術
』
が
生
み
出
さ
れ
た
「
知
的
生

産
の
現
場
」
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
梅

棹
さ
ん
が
駆
使
し
た
７
つ
の
ツ
ー
ル

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
」「
ロ
ー
マ
字
カ

ー
ド
」「
手
書
き
カ
ー
ド
」「
こ
ざ
ね
法
」

「
一
件
フ
ァ
イ
ル
」「
ア
ド
レ
ス
カ
ー
ド
」

「
ス
ケ
ッ
チ
・
写
真
」が
、
直
筆
の
ま
ま

展
示
さ
れ
て
い
る
。

梅
棹
さ
ん
は
、
こ
の
７
つ
の
ツ
ー
ル

を
最
大
限
利
用
し
て
、
論
理
的
な
考
え

を
文
章
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。
そ
の
成

果
が
、
１
９
８
９
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た

著
作
集
全
22
巻
と
し
て
結
実
し
た
わ
け

だ
が
、
会
場
に
は
「
山
と
探
検
」「
中

洋
と
ア
ジ
ア
」「
日
本
研
究
」「
比
較
文

明
学
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
著
作

集
の
文
章
と
と
も
に
写
真
や
手
紙
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
メ
モ
や

写
真
な
ど
の
素
材
か
ら
、
７
つ
の
ツ
ー

ル
に
よ
る
整
理
法
、
そ
し
て
著
作
集
の

文
章
ま
で
、
梅
棹
さ
ん
の
思
考
経
路
が

わ
か
る
よ
う
で
大
変
興
味
深
い
展
示
と

な
っ
て
い
る
。

吹
き
抜
け
の
2
階
は
、
０
歳
か
ら
90

歳
ま
で
の「
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
年
譜
」を

中
心
に
、
刊
行
さ
れ
た
書
籍
、
対
談
者

の
コ
メ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
あ
る
。

実
行
委
員
長
で
あ
る
小
長
谷
有
紀

同
館
教
授
は
「
展
示
場
に
は
、
12
歳
の

と
き
の
登
山
記
録
や
ス
ケ
ッ
チ
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
克
明
で
濃
密
な

記
録
ぶ
り
は
、
探
検
や
旅
か
ら
思
想
を

生
み
だ
す
人
生
の
出
発
点
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
」
と
言
う
。

ま
た
常
設
の
博
物
館
で
は
、
同
時
に

企
画
展「
民
族
学
者　

梅
棹
忠
夫
の
眼
」

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
梅
棹
さ
ん
が
撮

影
し
た
膨
大
な
写
真
の
な
か
か
ら
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
し
た
民
族
写
真
46
点
が

や
や
長
め
の
文
章
と
と
も
に
展
示
さ
れ

て
い
る
。

「
未
知
へ
の
探
求
」（
デ
ジ
デ
リ
ア
ム
・

イ
ン
コ
グ
ニ
チ
）
に
限
り
な
い
情
熱
を

注
い
だ
梅
棹
忠
夫
さ
ん
の
魅
力
が
、
会

場
の
至
る
と
こ
ろ
に
十
分
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。

国
立
民
族
学
博
物
館
は
水
曜
休
館
。

会
期
中
、
講
演
会
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
。
観
覧
料
一
般
４
２
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
（
０
６-

６
８‥

７
６-

２
１
５
１
）
へ
。

カ
ル
チ
ャ
ー

梅
棹
流
「
知
的
生
産
」
の
現
場
が
再
現
さ
れ
た

「
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
展―

―

知
的
先
覚
者
の
軌
跡
」

神
長
幹
雄

「知的生産」 の現場が再現された展示会場

特別展示館前の案内
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三
浦
半
島
の
先
端
部
に
奇
跡
的
と

も
い
え
る
森
が
、
川
、
湿
地
、
干
潟
、

海
と
一
体
化
し
た
多
様
な
自
然
形
態
で

残
っ
て
い
る
。
昔
、
地
元
の
Ａ
電
鉄
に

よ
る
住
宅
地
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
し
て

路
線
の
延
長
や
ゴ
ル
フ
場
、
ホ
テ
ル
な

ど
の
建
設
計
画
が
持
ち
あ
が
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
経
済
効
果
は
年
40
億
、
森
大

半
の
土
地
が
そ
の
会
社
の
所
有
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
き
た
。

首
都
圏
か
ら
も
近
く
、
20
年
前
か
ら

月
１
回
は
手
軽
に
楽
し
め
る
こ
の
自
然

豊
か
な
森
を
訪
ね
歩
い
て
き
た
。
森
の

な
か
は
歩
道
も
定
か
で
な
く
ヌ
カ
ル
ミ

状
態
、
長
靴
の
着
用
が
必
須
で
あ
る
。

森
の
中
央
を
流
れ
る
浦
の
川
は
、
集
水

域
か
ら
河
口
ま
で
手
つ
か
ず
の
自
然
の

状
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遠
浅
の
海
に

は
ア
マ
モ
が
繁
茂
し
、
栄
養
分
に
富
ん

だ
干
潟
が
広
が
っ
て
い
る
。

森
の
な
か
に
は
、
穴
を
掘
っ
て
棲
み

暮
ら
す
表
徴
的
な
生
き
物
で
あ
る
ア
カ

テ
ガ
ニ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
盛
夏
大
潮

の
夜
、
メ
ス
は
腹
に
卵
を
抱
え
、
放
仔

の
た
め
暗
闇
の
干
潟
へ
下
り
て
く
る
。

一
度
に
数
万
個
を
産
卵
す
る
と
い
わ

れ
、
も
し
こ
れ
ら
が
す
べ
て
が
無
事
に

育
っ
た
ら
、
森
は
カ
ニ
だ
ら
け
と
な
っ

て
し
ま
う
。

そ
こ
は
自
然
の
摂
理
と
い
う
か
、
放

仔
直
後
の
幼
生
（
メ
ガ
ロ
パ
）
を
狙
っ

て
ボ
ラ
な
ど
の
小
魚
が
集
ま
っ
て
く

る
。
そ
れ
ら
魚
の
群
れ
を
、
ア
オ
サ
ギ

な
ど
水
鳥
が
食
餌
に
舞
い
お
り
る
。
そ

の
水
鳥
を
狙
っ
て
、
頂
点
に
立
つ
オ
オ

タ
カ
、
ミ
サ
ゴ
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

そ
の
食
物
連
鎖
の
生
態
系
が
実
に
見
事

で
あ
る
。

計
画
ど
お
り
開
発
が
進
ん
で
い
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
自
然
形
態
が
す
べ
て
失

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
神
奈
川

県
で
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
が
残
っ
て

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

未
知
の
未
踏
峰
の
多
い
道
北
の
山
域
を

ま
ず
歩
い
て
み
て
、
日
高
山
脈
は
最
終

ス
テ
ー
ジ
と
し
た
。
今
に
な
っ
て
み
る

と
若
い
発
想
で
あ
り
、
高
齢
に
な
っ
て

苦
労
の
多
い
Ｍ
Ｔ
（
メ
イ
ン
・
ト
レ
ー

ス
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

北
海
道
支
部
20
周
年
記
念
誌
『
ヌ
プ

リ
』
に
、
第
47
次
Ｍ
Ｔ
で
大
雪
山
系
の

記
録
を
中
間
報
告
し
た
が
、
日
本
山
岳

会
『
山
』
の
１
９
８
８
（
昭
和
63
）年

11
月
号
で
、「
愈
々
大
雪
日
高
の
縦
走

に
入
る
と
い
う
痛
快
無
比
の
話
で
飾
ら

れ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
た
。

第
48
次
Ｍ
Ｔ
で
は
参
加
延
人
数
が

１
６
４
名
と
な
り
、
夏
山
の
日
帰
り
山

行
の
人
が
冬
山
を
体
験
し
、
縦
走
の
お

も
し
ろ
さ
と
仲
間
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
、
名
寄
・
札
幌
・
帯
広
の
人
脈
を
中

心
に
太
い
絆
が
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
山
岳
会
１
０
０
年
記
念
「
中

央
分
水
嶺
踏
査
」に
際
し
て
は
、
私
の

Ｍ
Ｔ
は
日
高
山
脈
の
南
部
に
達
し
て
お

り
、
平
成
16
年
か
ら
３
年
間
中
断
し
て

「
中
央
分
水
嶺
踏
査
」
に
集
中
し
た
。

北
海
道
支
部
40
周
年
記
念
と
し
て
平
成

18
年
10
月
『
北
海
道
中
央
分
水
嶺
踏
査

記
録
』
を
発
刊
し
、
10
年
間
の
支
部
長

の
任
務
を
満
了
し
、
残
っ
て
い
る
私
の

Ｍ
Ｔ
を
再
開
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

２
０
０
７（
平
成
19
）年
11
月
23
日

い
る
小
網
代
の
森
、
約
70
㌶
を
購
入
し

た
。
ほ
か
に
寄
付
や
自
主
的
な
保
全
に

よ
っ
て
、
す
べ
て
の
森
の
用
地
取
得
を

完
了
し
た
と
い
わ
れ
る
。

全
国
各
地
で
は
、
豊
か
な
自
然
や

歴
史
的
な
環
境
を
買
い
取
り
、
将
来
の

人
々
の
た
め
永
久
に
守
っ
て
ゆ
く
ト
ラ

ス
ト
運
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
最
近
の
情

報
に
よ
れ
ば
、
兵
庫
県
の
自
然
保
護
団

体
が
約
１
億
円
の
寄
付
金
を
集
め
、
三

重
県
大
台
町
の
宮
川
水
源
域
の
全
森
林

６
７
６
㌶（
２
０
４
万
坪
）を
購
入
し
た

と
い
う
。
わ
が
国
で
は
最
大
級
規
模
の

保
全
に
成
功
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
最
北
端
「
宗
谷
岬
」
か

ら
南
端
の
「
襟
裳
岬
」
ま
で
の
主
脈
を

約
１
０
０
０
㌔
と
し
て
、
１
回
の
山
行

で
10
㌔
ト
レ
ー
ス
で
き
れ
ば
、
１
０
０

回
の
山
行
で
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。
１
年
間
に
10
回
の
山
行
と
し
て

10
年
間
で
縦
走
で
き
な
い
か
と
考
え
、

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
１
月
に
３
名

で
宗
谷
岬
か
ら
南
下
し
た
。
襟
裳
岬
か

ら
北
上
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
学
生
時

代
に
日
高
の
山
旅
を
経
験
し
て
お
り
、

三
浦
半
島
小
網
代
の
森

祖
父
川
精
治

北
海
道
主
脈
縦
走

新
妻
徹
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の
正
午
ご
ろ
、
十
勝
連
峰
上
ホ
ロ
カ

メ
ッ
ト
ク
山
の
安
政
火
口
壁
・
化
物
岩

付
近
か
ら
発
生
し
た
大
雪
崩
で
、
北

海
道
支
部
の
４
名
が
不
帰
の
人
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
癌
で
入
院
し
て
い
た
私

の
妻
が
、
そ
の
４
日
後
に
昇
天
し
た
。

５
つ
の
葬
儀
が
あ
り
、
そ
の
後
、
私
は

四
国
巡
拝
の
遍
路
を
経
験
し
た
。
三
回

忌
で
四
国
八
十
八
寺
を
結
願
し
、
高
野

山
に
報
告
の
参
拝
を
し
た
。そ
の
と
き
、

壇
上
伽
藍
で
副
会
長
の
藤
本
慶
光
氏
と

会
い
、
緊
張
が
解
け
た
の
か
胸
が
ジ
ー

ン
と
熱
く
な
っ
た
。
藤
本
氏
と
は
中
央

分
水
嶺
踏
査
の
企
画
の
段
階
か
ら
苦
労

を
分
け
あ
っ
た
仲
で
あ
る
。

日
高
山
脈
で
ペ
テ
ガ
リ
岳
（
１
７
３‥

６
・
２
㍍
）か
ら
神
威
岳
（
１
６
０
０‥

・
５
㍍
）へ
の
主
脈
が
、私
の
年
齢
（
80‥

歳
）と
し
て
は
最
難
関
と
思
っ
て
い
る
。

ペ
テ
ガ
リ
か
ら
中
ノ
岳
（
１
５
１
９

㍍
）
は
ト
レ
ー
ス
し
た
が
、
中
ノ
岳
か

ら
神
威
北
峰
（
ニ
シ
ュ
オ
マ
ナ
イ
岳
、

１
４
９
３
㍍
）
へ
の
積
雪
期
の
ナ
イ
フ

リ
ッ
ジ
が
私
の
課
題
で
あ
る
。

宗
谷
岬
を
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
30

歳
で
あ
っ
た
が
、
50
歳
か
ら
の
10
年
間

は
高
校
の
教
頭
・
校
長
職
で
長
期
山
行

は
無
理
、
北
海
道
支
部
長
の
10
年
間
は

支
部
山
行
が
あ
り
、
私
の
Ｍ
Ｔ
は
家
で

地
図
を
見
て
い
る
時
間
が
多
か
っ
た
。

今
年
の
残
雪
期
で
完
結
さ
せ
よ
う
と
決

心
し
て
動
こ
う
と
し
た
ら
、
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
で
日
本
中
が
悲
し
み

に
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
の
知
人
に

も
不
幸
が
お
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
時
に
山
行
は
で
き
な
い
。

私
の
Ｍ
Ｔ
は
10
年
計
画
だ
っ
た
が
、

50
年
間
も
さ
ま
よ
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
妻
が
笑
顔
で
言
っ
て
い
た
「
痛

快
無
比
山
行
」
は
夢
な
の
だ
ろ
う
か

…
…
。

明
治
35
年
8
月
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
北

岳
へ
の
登
頂
を
目
指
し
、
山
梨
県
の
旧

芦
安
村（
現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
）

へ
と
や
っ
て
き
た
。

１
９
１
８
（
大
正
7
）
年
、
彼
は
著

書
『
極
東
の
遊
歩
場
』
を
刊
行
。
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
記
事
が
あ
る
。

「
村
長
（
田
畑
注
、
名
取
運
一
）
の
家

の
前
で
、
名
取
さ
ん
夫
婦
と
そ
の
5
人

の
か
わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
の
家
族
写

真
を
撮
っ
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
声

を
揃
え
て
『
ど
う
ぞ
ま
た
お
い
で
く
だ

さ
い
』
と
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
中
を
、

私
は
去
り
が
た
い
気
持
ち
で
芦
安
を
あ

と
に
し
た
」（
水
野
勉
訳
『
日
本
ア
ル

プ
ス
再
訪
』）

私
は
記
事
に
あ
る
「
名
取
さ
ん
夫

婦
と
そ
の
5
人
の
か
わ
い
ら
し
い
子

供
た
ち
」
の
名
前
・
年
齢
な
ど
に
つ

き
、
特
定
（
拙
稿
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
愛

情
、
名
取
運
一
の
子
供
」『
山
書
月
報
』

３
２
２
号
）
を
試
み
た
。
昭
和
60
年
11

月
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
後
、年
月
が
経
過
し
た
も
の
の
、

私
は
名
取
あ
ゐ
氏
か
ら
、
当
時
の
状
況

と
思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
出
す

こ
と
が
で
き
た
。そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

関
係
す
る
ご
く
一
部
の
方
々
だ
け
伝

わ
っ
て
い
た
。な
お
、名
取
氏
と
は
記
事

に
あ
っ
た
「
5
人
の
か
わ
い
ら
し
い
子

供
た
ち
」
の
ひ
と
り
、名
取
運
一
の
長

男
・
在

あ
き
ら
の
直
系
姻
族
だ
。

平
成
22
年
9
月
、
私
は
名
取
氏
宅
へ

伺
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
に
つ
き
、

再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
名
取
氏

の
お
話
だ
。

「
5
人
の
か
わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
の

ひ
と
り
、
静

し
ず
か

さ
ん
（
田
畑
注
、
名
取
運

一
の
長
女
）
に
聞
い
た
話
で
す
。
静
さ

ん
は
芦
安
村
へ
や
っ
て
き
た
外
国
人
の

来
客
が
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
と
、
の

ぞ
き
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
缶
詰
を
食
べ

て
い
た
と
の
こ
と
。
後
で
空
き
缶
を
な

め
て
み
た
と
も
、
話
し
て
い
ま
し
た
」

私
は
名
取
氏
を
通
し
、
関
係
す
る
戸

籍
謄
本
（
除
籍
簿
）
を
入
手
。
静
の
当

時
の
年
齢
を
特
定
し
た
。
そ
の
結
果
、

明
治
21
年
3
月
18
日
生
ま
れ
の
静
は
14

歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
静
が

外
国
人
に
対
す
る
子
ど
も
ら
し
い
好
奇

心
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

缶
詰
の
話
に
も
ど
る
。
名
取
氏
が
聞

か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
静
が
東
京
の

自
由
ヶ
丘
に
在
住
時
代
の
こ
と
だ
と
い

う
。
名
取
氏
の
お
話
だ
。

「
静
さ
ん
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
話
を
聞

き
ま
し
た
の
は
、
昭
和
33
年
1
月
。
お

正
月
に
、
私
ど
も
家
族
が
自
由
ヶ
丘
の

お
宅
に
伺
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
と
缶
詰
の
空
き
缶

田
畑
真
一
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科
学
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
登
山
を
楽
し
く
す
る
科
学
Ⅲ
」
が
３

月
５
日
、
品
川
区
の
立
正
大
学
大
崎
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
こ
の
テ
ー
マ

で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
３
回
目
。
定
員

２
０
０
人
の
大
教
室
は
ほ
ぼ
満
員
の
大

盛
況
、
半
分
以
上
が
会
員
以
外
の
一
般

参
加
者
だ
っ
た
。

講
演
の
ト
ッ
プ
は
、
山
岳
気
象
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
城
所
邦
夫
氏
の
「
観
天
望

気
」。
風
や
雲
の
動
き
か
ら
、
平
地
と

は
異
な
る
山
岳
気
象
の
判
断
の
仕
方
を

カ
ラ
ー
写
真
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く

話
し
た
。

次
に
管
理
栄
養
士
の
牧
野
千
歳
氏

が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
を
支
え
る
食

生
活
」と
し
て
、栄
養
素
が
ど
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
わ
り
蓄
え
ら
れ
る
か
を
解
説
。

登
山
前
、行
動
中
と
分
け
て
ど
ん
な
食

事
が
望
ま
し
い
か
を
具
体
的
に
示
し
た
。

３
人
目
は
、
外
科
医
の
箕
岡
三
穂
氏

が
登
場
、「
足
が
攣
る･

原
因
と
対
策
」

と
題
し
て
、
足
攣
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

医
学
的
に
解
明
し
た
後
、
自
分
の
体
験

も
交
え
て
「
攣
ら
な
い
方
法
」「
攣
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
」
を
話
し
た
。

最
後
は
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
遭
難
事
故

調
査
特
別
委
員
会
座
長
を
務
め
た
節
田

重
節
氏
に
よ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
登
山
の
危

う
さ
を
露
呈
し
た
ト
ム
ラ
ウ
シ
遭
難
」。

ツ
ア
ー
会
社
に
す
べ
て
お
任
せ
の
お
手

軽
登
山
に
自
分
の
安
全
ま
で
す
べ
て
を

委
ね
て
い
い
の
か
、
と
指
摘
し
た
。
今

回
の
事
故
は
気
象
遭
難
で
あ
り
、
第
一

義
的
な
責
任
は
ツ
ア
ー
会
社
、
ガ
イ
ド

に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
登
山
が
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
（
便
利
）
に
な
っ
た
こ

と
で
失
っ
た
も
の
は
大
き
い
。
自
然
の

前
で
は
謙
虚
に
」
と
訴
え
た
。
参
加
者

も
熱
心
に
聞
き
入
り
、
安
全
登
山
へ
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
回
を
重
ね
る
ご

と
に
一
般
か
ら
の
参
加
者
が
増
え
て
い

る
。
過
去
の
参
加
者
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
開
催
案
内
を
送
る
努
力
も
あ
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
の
も
特
徴

だ
。
講
演
し
た
４
人
は
い
ず
れ
も
山
岳

会
会
員
、
日
本
山
岳
会
の
人
材
の
厚
さ

も
実
感
し
た
。�

（
米
倉
久
邦
）

心
待
ち
に
し
て
い
た
ス
キ
ー
懇
親
会

の
報
が
入
り
、
た
だ
ち
に
申
し
込
む
。

２
月
20
日
、
蔵
王
と
聞
く
と
遠
方
の

感
じ
が
す
る
が
山
形
新
幹
線
で
３
時
間
、

山
形
駅
か
ら
バ
ス
35
分
で
蔵
王
温
泉
に

着
く
。
今
年
の
樹
氷
は
20
年
ぶ
り
に
見

事
だ
と
言
わ
れ
、
宿
に
入
り
支
度
を
し

て
中
央
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
鳥
兜
へ
、
パ

ラ
ダ
イ
ス
か
ら
懺
悔
坂
へ
、
ガ
ス
が
か

か
る
お
地
蔵
様
の
周
り
は
樹
氷
見
物
の

観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
。
下
り
に
か
か
る

が
懺
悔
坂
周
辺
一
面
の
完
璧
な
樹
氷
原

は
霧
で
ぼ
や
け
て
幻
想
的
。
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
多
く
、
ツ
ル
ツ
ル
で
狭
く
急
な
斜

面
を
な
ん
と
か
こ
な
し
て
滑
降
す
る
。

そ
の
後
は
適
当
に
斜
面
を
渡
り
歩
き
、

４
時
こ
ろ
宿
へ
。

２
月
21
日
、今
日
は
朝
か
ら
快
晴
。

宿
の
車
で
山
麓
線
の
乗
り
場
ま
で
行
く
。

観
光
客
・
ス
キ
ー
ヤ
ー
・
ボ
ー
ダ
ー
で

大
賑
わ
い
だ
が
、途
中
樹
氷
高
原
駅
を

経
由
し
て
９
時
に
は
全
員
お
地
蔵
様
の

前
に
集
合
し
記
念
撮
影
。
こ
の
後
は
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
組
は
地
蔵
山
頂
へ
、
ス
キ

ー
組
は
力
量
に
合
わ
せ
て
滑
降
、
写
真

な
ど
自
由
散
策
組
に
分
か
れ
、
素
晴
ら

し
い
青
空
の
下
そ
れ
ぞ
れ
樹
氷
原
に
散

開
す
る
。
今
日
一
番
の
当
り
組
は
、
樹

氷
原
の
な
か
を
歩
く
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
組

で
は
な
か
ろ
う
か
。

昼
食
は
黒
姫
の
食
堂
に
集
ま
る
。
午

後
も
目
い
っ
ぱ
い
滑
り
、
も
う
一
度
樹

氷
原
を
見
る
べ
く
地
蔵
に
登
り
、
美
し

い
夕
陽
を
見
て
満
足
し
て
宿
に
戻
っ
た
。

�

（
石
原
達
夫
）

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です

大
盛
況
だ
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム―

―

登
山
を
楽
し
く
す
る
科
学

科
学
委
員
会
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

節田講師のトムラウシ山事故の話に聞き入る参加者

蔵
王
ス
キ
ー
懇
親
会
に
参
加

集
会
委
員
会
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
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図
書
紹
介

角
幡
唯
介
・
著 

『
空
白
の
五
マ
イ
ル
』

め
て
ツ
ァ
ン
ポ
ー
渓
谷
へ
赴
い
た
。
本

書
は
こ
れ
ら
ツ
ァ
ン
ポ
ー
渓
谷
で
の
探

検
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
。

第
一
部
「
伝
説
と
現
実
の
間
」、
第

二
部
「
脱
出
行
」
の
二
部
で
構
成
さ
れ

た
本
書
の
核
心
部
は
も
ち
ろ
ん
「
脱
出

行
」
の
方
だ
。
ツ
ァ
ン
ポ
ー
渓
谷
の
厳

し
い
環
境
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
態

に
巻
き
込
ま
れ
、
衰
弱
し
て
い
く
著
者

の
脱
出
行
は
と
て
も
ス
リ
リ
ン
グ
だ
。

数
多
く
の
冒
険
家
に
よ
っ
て
挑
戦
さ
れ

て
き
た
こ
の
渓
谷
の
魅
力
、
な
ぜ
そ
こ

に
自
分
は
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
実
際
に
挑
戦
し
、い
か
に
し
て「
脱

出
」
し
た
の
か
。
探
検
を
テ
ー
マ
に
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、

独
特
の
ユ
ー
モ
ア
も
あ
る
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
。

第
一
部
を
読
み
出
し
て
、
な
か
な
か

自
身
の
冒
険
譚
が
始
ま
ら
な
い
こ
と
に

違
和
感
が
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
そ
の
違

和
感
は
な
く
な
っ
た
。「
誰
も
入
っ
た
こ

と
の
な
い
秘
境
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

と
い
っ
て
も
、
冒
険
と
い
う
も
の
に
な

じ
み
の
な
い
現
代
人
に
は
伝
わ
ら
な
い
。

19
世
紀
か
ら
現
代
に
か
け
て
行
な
わ
れ

て
き
た
「
ツ
ァ
ン
ポ
ー
渓
谷
を
巡
る
冒

険
」
を
丁
寧
に
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
角

幡
氏
が
取
り
組
ん
だ
冒
険
が
ど
う
い
う

意
味
を
持
つ
の
か
が
よ
く
分
か
っ
た
。

ツ
ァ
ン
ポ
ー
冒
険
小
史
は
、
も
ち
ろ
ん

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
て

い
る
の
だ
が
、
ま
る
で
今こ

ん

日に
ち

、
19
世
紀

の
冒
険
者
た
ち
に
取
材
し
た
か
の
よ
う

に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
の
教
科
書

の
よ
う
な
退
屈
さ
が
ま
っ
た
く
な
い
。

冒
険
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う

と
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、「
ハ
ー
ネ
ス
」

「
メ
タ
」
な
ど
の
登
山
用
具
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
表

わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
懸
垂
下
降
」

の
説
明
は
秀
逸
。
こ
れ
ほ
ど
分
か
り
や

す
い
解
説
を
初
め
て
読
ん
だ
。

も
う
ひ
と
つ
感
心
し
た
の
は
巻
末

に
あ
げ
ら
れ
た
参
考
文
献
の
膨
大
さ
。

著
者
の
ツ
ァ
ン
ポ
ー
へ
の
の
め
り
こ
み

方
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
部
分

だ
。角

幡
氏
は
今
、
北
極
周
辺
で
新
た
な

冒
険
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
帰
国
が
い

つ
に
な
る
の
か
未
定
だ
が
、
早
く
次
の

脱
出
行
を
読
み
た
い
も
の
だ
。

�
（
阪
辻
秀
生
）

山
、
極
地
、
海
、
空
で
遭
遇
し
た
極

限
状
況
か
ら
奇
跡
的
に
生
還
し
た
人
た

ち
が
体
験
し
た
幻
視
体
験
（
サ
ー
ド
マ

ン
現
象
＝
姿
な
き
同
伴
者
）
は
、
多
く

の
書
で
断
片
的
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、

本
著
は
サ
ー
ド
マ
ン
現
象
の
事
例
だ
け

を
集
め
た
作
品
で
あ
る
。
著
者
は
数
多

く
の
体
験
者
の
話
を
聞
き
、
膨
大
な
資

料
に
あ
た
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
つ
ぶ

さ
に
検
証
す
る
。
そ
し
て
結
論
は
、
脳

科
学
へ
と
収
束
し
て
い
く
が
、
そ
れ
で

も
な
お
謎
は
残
る
と
結
ん
で
い
る
。

事
例
は
多
岐
に
わ
た
り
9
・
11
テ
ロ

の
生
還
者
か
ら
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
シ
ャ

ク
ル
ト
ン
の
極
地
探
検
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・

リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
大
西
洋
横
断
単
独
無

着
陸
飛
行
な
ど
。
山
関
係
で
は
、
エ
リ

ッ
ク
・
シ
プ
ト
ン
、
フ
ラ
ン
ク
・
ス
マ

イ
ス
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
、
ラ
イ
ン

ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ
ー
、
山
野
井
泰
史
ほ

か
多
く
の
事
例
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
各
章
の
終
わ
り
で
心
理
学
者
、
脳

神
経
学
者
、
神
学
者
が
「
サ
ー
ド
マ
ン

30
代
半
ば
の
私
に
と
っ
て
、
植
村
直

己
す
ら
歴
史
上
の
人
物
と
い
う
感
覚
が

あ
る
。
冒
険
と
は
す
で
に
過
去
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
自
分
と
同
世

代
の
著
者
が
、
こ
の
よ
う
な
冒
険
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
強
い
羨
望

を
覚
え
た
。

角
幡
氏
は
、
早
稲
田
大
学
探
検
部
の

Ｏ
Ｂ
。
在
学
時
代
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
、
ヤ

ル
ツ
ァ
ン
ポ
ー
川
大
峡
谷
に
関
心
を
も

ち
、
２
０
０
２
～
03
年
、
謎
の
川
と
さ

れ
て
き
た
ツ
ァ
ン
ポ
ー
川
大
峡
谷
の
未

踏
査
部
を
単
独
で
探
検
し
、
ほ
ぼ
全
容

を
解
明
し
た
。
09
年
冬
に
は
多
く
の
探

検
家
を
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
未
踏
地

「
空
白
の
５
マ
イ
ル
」
を
目
指
し
、
改

２０１０年11月
集英社刊
四六判　３１２㌻
定価　１６８０円

２０１０年９月
新潮社刊
四六判　２５５㌻
定価 1890円

ジ
ョ
ン
・
ガ
イ
ガ
ー
・
著　

伊
豆
原
弓
・
訳

『
奇
蹟
の
生
還
へ
導
く
人
』
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サ
ー
ド
マ
ン
の
存
在
を
語
っ
て
い
る
。

著
者
は
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学

で
歴
史
学
を
専
攻
。
現
在
ト
ロ
ン
ト
大

学
に
在
籍
し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
分

野
で
い
く
つ
か
の
著
作
が
あ
る
。

�

（
雨
宮
宏
光
）

こ
れ
は
有
元
利
通
氏
の
山
に
関
わ

る
半
生
の
記
録
で
あ
る
。
折
々
に
し
た

た
め
た
登
山
報
告
の
集
大
成
で
あ
る
。

岡
山
県
の
山
村
に
生
ま
れ
た
氏
は

高
校
２
年
生
の
夏
、
大
学
生
の
兄
に
連

れ
ら
れ
て
、
鳥
取
県
境
の
故
郷
の
山
、

那
岐
山
に
登
る
。
初
め
て
の
登
山
体
験

で
あ
る
。
大
学
２
年
の
夏
、
再
び
兄
に

連
れ
ら
れ
て
登
っ
た
兵
庫
県
の
最
高
峰
、

氷
ノ
山
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
山
に
の

め
り
込
み
、
以
後
、
手
当
た
り
次
第
に

全
国
の
峰
々
を
駆
け
巡
る
。
社
会
人
に

な
っ
た
そ
の
年
に
は
初
め
て
登
っ
た
富

士
山
が
、
百
名
山
の
第
33
登
と
い
う
か

ら
か
な
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

１
９
７
５
年
、
26
歳
で
静
岡
に
移
り

住
み
、
高
校
教
師
の
勤
め
の
か
た
わ
ら
、

ひ
た
す
ら
登
り
続
け
、
38
歳
で
百
名
山

完
登
、
富
士
山
は
40
登
に
迫
る
勢
い
で

あ
る
。
42
歳
の
と
き
、
富
士
山
毎
月
連

続
登
頂
を
自
ら
に
課
し
、
85
カ
月
連
続

登
頂
を
目
前
に
し
て
滑
落
負
傷
。
毎
月

登
山
記
録
は
、
あ
え
な
く
こ
こ
で
途
切

れ
る
が
、
氏
の
富
士
山
の
登
高
意
欲
は

衰
え
る
こ
と
な
く
、
２
０
０
９
年
８
月
、

59
歳
で
３
０
０
登
を
達
成
し
、
現
在
も

登
頂
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
富
士
に
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。
何
度
登
っ
て
も
満
足
感
が
得
ら
れ

る
」
と
有
元
氏
は
言
う
が
、
も
う
一
つ
、

氏
を
突
き
動
か
し
て
い
る
も
の
は
飽
く

な
き
記
録
達
成
の
意
欲
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
登
山
回
数
の
み
な
ら
ず
、
登
高
時

間
の
短
縮
（
55
歳
で
富
士
宮
口
５
合
目

よ
り
２
時
間
45
分
を
達
成
）、
東
海
自

然
歩
道
の
踏
破（
進
行
中
）、
さ
ら
に
足

下
に
従
え
た
峰
は
１
０
０
０
山
（
１
０

０
㍍
未
満
、
海
外
の
山
も
含
む
）
を
突

破
し
て
記
録
更
新
中
で
あ
る
。

氏
は
身
長
１
８
０
㌢
を
凌
ぐ
男
丈

夫
。
今
年
、
62
歳
を
迎
え
る
が
、
意
欲
、

体
力
の
衰
え
も
見
せ
ず
、
ま
す
ま
す
若

い
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
企
画
を

打
ち
上
げ
、
ど
こ
ま
で
記
録
を
追
い
か

け
る
の
か
。
有
元
氏
の
挑
戦
は
ま
だ
ま

だ
続
く
。�
（
大
島
康
弘
）

現
象
」
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
仮
説
を

取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。

死
が
差
し
迫
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る

状
況
の
な
か
で
、何
か
が
起
き
る
。メ
ス

ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
不
可
能
か
ら
の
出
口

へ
と
導
い
て
く
れ
る
」
サ
ー
ド
マ
ン
が

現
わ
れ
る
。
誰
か
一
緒
に
い
た
こ
と
は

「
孤
独
感
を
抑
え
る
た
め
の
心
理
的
な

力
に
な
っ
た
」
と
。

チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
南
西
壁
を
ソ
ロ
で

登
っ
た
山
野
井
は
次
の
よ
う
な
経
験
を

し
て
い
る
。「
姿
は
見
え
な
か
っ
た
が

確
か
に
ク
ラ
イ
マ
ー
と
思
え
る
人
間
が

い
つ
も
後
ろ
を
歩
い
て
い
た
」。
ラ
ッ

セ
ル
や
ビ
バ
ー
ク
地
を
整
理
し
て
い
る

と
き
も
「
な
ん
で
ラ
ッ
セ
ル
を
代
わ
っ

て
く
れ
な
い
ん
だ
」
と
か
「
整
地
の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
」
と
か
、
自
分
で
し

ゃ
べ
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

ア
ー
ロ
ン
・
ラ
ル
ス
ト
ン
は
ユ
タ
州

の
ブ
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
単

独
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
、
落
石
に
右
腕
を

挟
ま
れ
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ

の
ま
ま
で
5
日
間
。
意
を
決
し
た
彼
は

止
血
処
置
を
し
て
ナ
イ
フ
で
腕
を
切
り

裂
い
た
。
切
断
部
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包

み
、
18
㍍
の
壁
を
一
本
の
腕
で
懸
垂
下

降
し
、
10
㌔
歩
い
て
ハ
イ
カ
ー
に
救
助

さ
れ
た
。
凄
絶
な
苦
闘
の
最
中「
誰
か
」

が
そ
ば
に
い
て
励
ま
し
て
く
れ
た
、
と

図書受入報告（2011 年 3 月）

著　者 書　　　名� ページ／　サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別

増永迪男 春夏秋冬 山のぼり 224p/22cm ナカニシヤ出版 2010 著者寄贈
武蔵野三中山岳部OB会 （編）武蔵野市立第三中学校山岳部小史――昭和27年〜 35年の記録 81p/26cm 武蔵野三中山岳部OB会 2011 発行者寄贈
草川啓三 琵琶湖の北に連なる山――近江東北部の山を歩く 163p/21cm ナカニシヤ出版 2011 出版社寄贈
南木佳士 山行記 223p/20cm 山と溪谷社 2011 出版社寄贈
ライチョウ会議 （編） 第11回ライチョウ会議石川大会報告書 （2010年11月13日-14日） 126p/30cm ライチョウ会議 2011 発行者寄贈
奥宮清人 （編） 生老病死のエコロジー――チベット・ヒマラヤに生きる 248p/20cm 昭和堂 2011 出版社寄贈
日本山岳会東海支部 （編） アッチェ峰初登頂 96p/30cm 日本山岳会東海支部 2011 発行者寄贈
権藤司 （編） 山から始まる自然保護  :山の自然学クラブ会報 （第10号） 174p/30cm 山の自然学クラブ 2011 発行者寄贈
船橋明 （編） やまの自然（第3号）―― 山の自然学研究会　研究報告書 2008年 （2版） 206p/30cm 山の自然学研究会 2008 編者寄贈
船橋明 （編） やまの自然（第4号）―― 山の自然学研究会　研究報告書 2006年 118p/30cm 山の自然学研究会 2006 編者寄贈
船橋明 （編） やまの自然（第5号）―― 山の自然学研究会　研究報告書 2007年 100p/30cm 山の自然学研究会 2007 編者寄贈
船橋明 （編） やまの自然（第6号）―― 山の自然学研究会　研究報告書 2009年 130p/30cm 山の自然学研究会 2009 編者寄贈

有
元
利
通
・
著

『
三
百
名
山
完
登
と
富
士
山
三
百
登
』

２０１０年７月
羽衣出版刊
B六判　３６9㌻
定価　１３００円
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会

務

報

告

先
の
総
会
直
後
検
討
に
着
手
し
、
す

で
に
義
援
金
募
金
用
の
口
座
を
開
設
し

会
報
へ
折
込
チ
ラ
シ
を
入
れ
た
。
後
付

け
に
な
る
が「
震
災
救
援
募
金
委
員
会
」

を
承
認
願
い
た
い
。
委
員
長　

成
川
常

務
理
事
、
委
員
は
尾
上
会
長
、
神
崎
・

藤
本
・
宮
崎
各
副
会
長
、
岡
部
常
務
理

事
と
し
必
要
に
応
じ
委
員
を
増
員
す
る
。

義
援
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
今
後
の
救

援
状
況
等
の
推
移
を
勘
案
し
て
別
途
理

事
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
い
。�（
承
認
）

３
・
登
山
道
情
報
調
査
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
（
宮
崎
）

か
ね
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
登
山
道
情
報
調
査
チ
ー
ム
を
設
け
、

メ
ン
バ
ー
と
し
て
北
野
忠
彦
（
会
員
番

号
１
０
４
１
４
）、
遠
山
元
信
（
同
１

２
３
７
８
）お
よ
び
宮
崎
紘
一（
同
５
７

５
１
）各
氏
に
お
願
い
し
た
い
。（
承
認
）

４
・
掲
載
許
可
・
原
版
借
用
願
い
（
宮

崎
）㈱

第
一
学
習
社
か
ら
、
同
社
が
発
行

す
る
高
等
学
校
用
教
科
書
（
２
種
類
）

に
小
島
烏
水
氏
の
写
真
原
版（
紙
焼
き
）

借
用
願
い
と
同
写
真
掲
載
許
可
願
い
が

３
月
８
日
付
で
あ
っ
た
。�

（
承
認
）

５
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
願
い
（
宮
崎
）

科
学
委
員
会
（
米
倉
久
邦
委
員
長
）

か
ら
同
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
登
山
を
楽
し
く
す
る
科
学（
Ⅲ
）」で
配

れ
日
本
山
岳
会
は
「
公
益
法
人
」
へ
向

け
て
進
む
こ
と
に
な
り
、
来
た
る
６
月

の
総
会
に
定
款
改
定（
案
）を
諮
り
、
内

閣
府
に
申
請
手
続
き
の
準
備
を
始
め
る

こ
と
と
な
る
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

な
お
、
定
例
の
「
審
議
事
項
」
お
よ

び
「
報
告
事
項
」
の
後
に
、
新
法
人
移

行
Ｐ
Ｔ
が
検
討
し
て
き
た
新
定
款
、
定

款
施
行
細
則
に
つ
い
て
の
説
明
が
同
Ｐ

Ｔ
担
当
の
藤
本
副
会
長
か
ら
行
な
わ
れ
、

意
見
交
換
が
あ
っ
た
。
４
月
度
の
理
事

会
に
お
い
て
鋭
意
議
論
、
審
議
を
し
て

成
案
を
得
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
審
議
事
項
】

１
・
事
務
局
長
退
職
（
宮
崎
）

２
月
３
日
付
で
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
諏
訪
事
務
局
長
が
退
任
し
た
。

事
務
局
ス
ペ
ー
ス
・
机
の
配
置
等
々
、

今
後
改
善
解
決
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。�

（
承
認
）

２
・
東
日
本
大
震
災
災
害
へ
の
募
金
活

動
（
宮
崎
、
成
川
）

平
成
22
年
度
第
11
回（
３
月
度
）理
事
会

日
時　

�

平
成
23
年
３
月
23
日　

18
時
35

分
～
21
時
５
分

場
所　

日
本
山
岳
会　

会
議
室

【
出
席�

者
】
尾
上
会
長
、
神
崎
・
宮
崎
・

藤
本
各
副
会
長
、
成
川
・
岡
部

各
常
務
理
事
、
太
田
・
堀
井
・

相
馬
・
山
川
・
野
沢
・
中
山
・

永
田
・
萩
原
各
理
事
、
深
川
・

平
井
監
事
、
近
藤
・
森
各
常
任

評
議
員

【
委
任
】
谷
川
理
事

【
欠
席
者
】
酒
井
常
任
評
議
員

開
会
に
あ
た
り
尾
上
会
長
か
ら
、
こ

の
度
の
震
災
で
罹
災
さ
れ
た
方
々
に
対

し
て
衷
心
か
ら
の
お
見
舞
い
の
こ
と
ば

が
あ
り
、「
各
支
部
関
係
者
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
大
き
な
被
害
が
な
い
模

様
で
あ
り
安
堵
し
た
。
さ
る
12
日
の
総

会
開
催
は
大
震
災
直
後
の
こ
と
で
も
あ

り
、
開
催
は
苦
渋
の
選
択
を
し
た
も
の

で
あ
る
。
総
会
で
は
原
案
通
り
可
決
さ

布
予
定
の
予
稿
集
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
ロ
ゴ
マ
ー

ク
使
用
願
い
が
２
月
14
日
付
で
あ
っ
た
。

�

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
評
議
員
会
報
告
（
宮
崎
）

総
会
付
議
議
案
に
つ
い
て
評
議
員

会（
２
月
11
日
）に
諮
り
、
承
認
を
得
た
。

２
・
平
成
22
年
度
第
２
回
通
常
総
会
報

告
（
宮
崎
）

12
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
付
議

し
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
な

お
、
恒
例
の
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は

大
震
災
の
状
況
を
勘
案
し
て
中
止
し
た
。

３
・
２
０
１
１
年
度
予
算
に
関
す
る
資

料
請
求
（
役
員
の
経
歴
）（
宮
崎
）

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
例

年
通
り
役
員
と
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
の

資
料
請
求
が
２
月
22
日
付
で
あ
っ
た
。

４
・
商
標
権
更
新
登
録
申
請
完
了
（
宮

崎
）商

標
権
更
新
登
録
申
請
が
完
了
し

た
旨
の
報
告
が
依
頼
し
た
菅
原
特
許
商

標
事
務
所
か
ら
３
月
４
日
付
で
あ
っ
た
。

申
請
更
新
は
向
こ
う
10
年
間
で
あ
る
。

５
・
㈶
自
然
公
園
財
団
の
評
議
員
会

（
宮
崎
）

㈶
自
然
公
園
財
団
か
ら
、
評
議
員
会

が
３
月
16
日
開
催
さ
れ
た
旨
の
連
絡
が

あ
っ
た
。
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年
７
月
２
日
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
藤
島
敏
雄

氏
と
森
喬
氏
に
よ
る
群
馬
・
新
潟
県
境

を
登
山
史
上
初
縦
走
し
た
こ
と
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

10
・
図
書
貸
出
申
請
（
宮
崎
）

国
土
地
理
院
か
ら
同
院
の
企
画
展

「
今
西
錦
司　

三
角
点
を
巡
る―

―

１

５
５
０
山　

登
頂
の
記
録
」（
国
土
地

理
院
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
：
茨
城

県
つ
く
ば
市
」）
に
お
い
て
展
示
し
た

い
図
書
11
冊
（
今
西
錦
司
著
『
山
岳
省

察
』
ほ
か
）
の
貸
出
申
請
が
あ
っ
た
。

な
お
、
当
企
画
展
は
地
震
に
よ
り
建
物

が
損
傷
し
、
現
在
中
止
し
て
い
る
。

11
・
名
誉
会
員
の
訃
報
（
宮
崎
）

名
誉
会
員
堀
田
弥
一
氏
（
会
員
番
号

１
２
３
１
）
が
逝
去
さ
れ
た
。

12
・
２
０
１
１
年
度
自
然
保
護
全
国
集

会
（
藤
本
）

６
月
11
日
、
12
日
に
自
然
保
護
委
員

会
と
福
岡
支
部
の
共
催
で
、「
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
屋
久
島
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
る
。 

13
・
東
京
都
山
岳
連
盟
の
総
会（
藤
本
）

東
京
都
山
岳
連
盟
の
第
９
回
総
会

が
２
月
22
日
開
催
さ
れ
出
席
し
た
。

14
・
会
報『
山
』３
月
号
編
集
報
告（
神

長
）

１
日　

�

図
書
委
員
会　
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会

３
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

７
日　

総
務
委
員
会　

九
五
会　

高
尾

の
森
づ
く
り
の
会

８
日　

総
務
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

９
日　

総
務
委
員
会　

休
山
会　

み
ち

の
り
山
の
会　

山
想
倶
楽
部

10
日　

総
務
委
員
会　

山
の
自
然
学
研

究
会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

11
日　

総
務
委
員
会

16
日　

青
年
部

22
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

23
日　

理
事
会　

麗
山
会

24
日　

自
然
保
護
委
員
会　

山
遊
会

25
日　

総
務
委
員
会

28
日　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ　

Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｐ
Ｔ　

ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ

30
日　

集
会
委
員
会　

31
日　

学
生
部

�

３
月
来
室
者
341
名

■
会
員
異
動
（
₃
月
）

物
故

堀
田
弥
一
（
１
２
３
１
）
11･

２･

23

富
田
記
一
（
２
５
０
４
）
11･

２･

16

松
本

夫
（
４
６
０
７
）
11･
３･

30

小
島　

甫
（
６
０
８
０
）
10･

11･

７

長
谷
川
忠
彦（
１
２
６
７
３
）11･

３･

26

退
会

関
口
正
次
郎
（
２
３
２
１
）

み
ず
ほ
銀
行
山
岳
会
（
３
８
４
０
）

平
井
隆
之
（
５
４
９
０
）

鵜
木　

洋
（
５
７
３
０
）

菊
島
昭
彦
（
５
７
８
０
）
山
梨

山
田　

猛
（
５
８
８
０
）
東
海

渡
辺
節
子
（
６
３
７
０
）
北
海
道

吉
川　

昭
（
６
５
６
５
）
埼
玉

東
京
都
立
神
代
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

（
８
６
１
３
）

岡
本
道
生
（
８
４
０
４
）

細
井
直
樹
（
９
６
８
６
）

3月3月

６
・
企
画
展
の
案
内
（
宮
崎
）

田
淵
行
男
記
念
館
開
館
20
周
年
記

念
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
案
内
が
き

た
。
期
間
は
３
月
９
日
か
ら
７
月
３
日

ま
で
。

７
・
類
似
名
称
団
体
の
連
絡
（
宮
崎
）

㈳
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
か
ら
最

近
、
東
京
都
の
一
般
社
団
法
人
と
し
て

登
記
さ
れ
た
「
一
般
社
団
法
人
日
本
ア

ル
パ
イ
ン
・
ガ
イ
ド
協
会
」は
、「
㈳
日

本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
」
と
は
別
組
織
で

あ
り
混
同
し
な
い
よ
う
注
意
願
い
た
い

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
と
し
て
も
か
か
る
事

態
に
な
ら
ぬ
よ
う
日
頃
か
ら
対
策
を
講

じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
商
標

権
更
新
登
録
を
し
た
こ
と
も
そ
の
一
環

で
あ
る
。

８
・
映
画
『
岳
』
試
写
会
と
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
の
名
義
使
用
願
い
（
宮
崎
、神
崎
）

毎
日
新
聞
社
か
ら
４
月
23
日
実
施

の
予
定
で
名
義
使
用
願
い
が
あ
っ
た
が
、

大
震
災
の
状
況
に
鑑
み
中
止
と
な
っ
た
。

９
・「
谷
川
岳
の
日
」
制
定
の
記
事
に

つ
い
て
（
宮
崎
）

み
な
か
み
町
で
、
７
月
２
日
を
「
谷

川
岳
の
日
」
と
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
の
連
絡
が
群
馬
県
山
岳
連
盟
副
会

長
八
木
原
圀
明
氏
（
会
員
番
号
８
６
５

４
）か
ら
あ
っ
た
。１
９
２
０（
大
正
９
）
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脊
戸
典
子
（
１
０
５
６
９
）

神
部
一
男
（
１
０
２
１
２
）

土
肥
貞
之
（
１
０
２
７
６
）
秋
田

泉　

祐
一
（
１
０
３
３
０
）
秋
田

山
口
善
弘
（
１
０
６
９
９
）
東
京
多
摩

藤
井
信
己
（
１
０
７
０
５
）
関
西

平
山
暁
子
（
１
０
７
３
４
）

牧
野
昌
久
（
１
１
０
８
５
）
福
井

中
山
武
男
（
１
１
１
０
４
）
信
濃

野
中
則
彦
（
１
１
８
９
９
）

鳥
山
せ
つ
子
（
１
１
９
０
６
）
東
海

川
戸
ア
イ
（
１
１
４
０
０
）
関
西

土
肥
久
美
子
（
１
１
９
８
０
）
秋
田

寺
本　

巖
（
１
２
６
５
５
）
京
都

村
田
茂
仁
（
１
２
１
４
８
）
千
葉

新
美
洋
右
（
１
２
７
７
３
）
東
海

石
水
久
夫
（
１
２
７
８
０
）
関
西

松
岡
正
照
（
１
２
８
１
３
）
越
後

加
賀
谷
吉
俊
（
１
２
８
３
４
）
石
川

神
島
建
和
（
１
２
８
４
０
）
石
川

石
川
年
春
（
１
３
０
３
４
）
宮
崎

宮
崎
初
恵
（
１
３
１
５
５
）
北
海
道

下
薗
正
記
（
１
３
５
３
６
）
北
九
州

三
原
永
揮
（
１
３
７
５
１
）

西
岡
圭
子
（
１
３
８
９
７
）
京
都

大
柴
正
人
（
１
４
１
２
８
）
山
梨

石
井
右
介
（
１
４
３
０
２
）

月
野
鷹
雄
（
１
４
３
４
６
）
東
京
多
摩

杉
本
行
也
（
１
４
３
８
２
）
東
海

阿
部
直
子
（
１
４
７
１
２
）
宮
崎

sibasan@
sannet.ne.jp

）

＊
現
地
集
合
・
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆
上
高
地
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

山
の
自
然
学
研
究
会

花
の
渓
、
上
高
地
で
、
徳
沢
近
辺
ま

で
、
往
復
15
～
17
㌔
を
歩
き
ま
す
。

最
近
20
㌔
以
上
歩
い
た
人
が
対
象
。

雨
天
決
行
。

集
合　

６
月
７
日
㈫
９
時

解
散　

15
時
を
予
定

場
所　

集
合
・
解
散
と
も
に
、
上
高
地

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
広
場

費
用　

６
０
０
円
（
保
険
料
、資
料
代
）

申
込　

５
月
31
日
ま
で
に
、
メ
ー
ル
で

大
船
武
彦
へ
。
返
信
で
詳
細

を
ご
案
内
し
ま
す
。

（

skbtaw
 @
yahoo.co.jp

）

◆
「
冒
険
の
伝
説
・
未
来
」

植
村
直
己
冒
険
館

兵
庫
県
豊
岡
市
の
植
村
直
己
冒
険

館
の
主
催
で
、
左
記
の
よ
う
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

5
月
15
日
㈰
13
時
15
分
～
17
時

場
所　

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン

３
Ｆ　

ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

申
込　

無
料
だ
が
、５
月
６
日
ま
で
に‥

植
村
直
己
冒
険
館
（

０
７‥

９
６-

４
４-

１
５
１
５
）
へ
。

◆
図
書
交
換
会
の
開
催�

図
書
委
員
会

震
災
の
影
響
で
延
期
し
て
い
た
第

28
回
図
書
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

４
月
末
日
ま
で
追
加
の
購
入
申
込

み
を
受
付
け
ま
す
（
出
品
目
録
、
申
込

み
方
法
は
、
会
報
『
山
』
１
月
号
を
参

照
）。
ま
た
、
す
で
に
２
月
末
の
締
切

り
で
購
入
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
再

度
の
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

５
月
21
日
㈯
13
時
よ
り
購
入
申

込
み
・
抽
選
を
開
始
し
ま
す
。

12
時
か
ら
本
の
内
覧
可
能
。

場
所　

山
岳
会
１
０
４
号
室

問
合　

三
好
ま
き
子
（

０
９
０-

８‥

０
１
９-

８
６
０
１

344m
m
@
m
be.nifty.com

）

◆
新
入
会
員
の
た
め
の
企
画
「
徳
本
峠

越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
委
員
会

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡

を
た
ど
り
、
新
緑
の
島
々
谷
か
ら
残
雪

の
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
入
り
し
ま

す
。
上
高
地
で
は
山
研
に
１
泊
し
て
、

翌
日「
碑
前
祭
」に
参
加
。
新
会
員
の
仲

間
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
企
画
で
す
。

日
程　

６
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

費
用　

１
万
２
０
０
０
円（
１
泊
２
食
、

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
代
、

傷
害
保
険
料
）

定
員　

20
名
（
22
年
度
入
会
の
会
員
お

よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込　

５
月
21
日
ま
で
に
柴
山
信
夫
へ

（�

０
４
４-

９
０
０-
３
４
３
９

第13回「秩父宮記念山岳賞」の推薦について
秩父宮記念山岳賞審査委員会

　第13回「秩父宮記念山岳賞」の推薦（他薦の
み）を下記の通り受付けますので事務局まで資
料をご請求下さい。
　多数の推薦をお待ちしております。
◦対象分野登山活動　　・山に関する文化活動
◦提出先　　�日本山岳会内	 ‥

秩父宮記念山岳賞事務局
◦締切り　　平成23年8月末日
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平
成
23
年
度
の
第
１
回
通
常
総
会

は
６
月
18
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
総
会
で
は
、
法
人
改
革
新
法

に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
定
款
変
更
が
議

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
審
議
さ
れ

ま
す
。
定
款
を
変
え
る
と
い
う
重
要
な

総
会
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
私
た
ち
社
団
法

人
日
本
山
岳
会
は
、
25
年
12
月
ま
で
に

新
法
人
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
公
益
」
か
「
一
般
」
か
を
選
択
し
、

新
法
人
の
定
款
を
定
め
、
で
き
る
だ
け

早
く
移
行
申
請
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

３
月
12
日
の
総
会
で
、
私
た
ち
は

「
公
益
法
人
を
目
指
す
」
と
の
方
針
を

決
め
ま
し
た
。
次
の
手
順
と
し
て
「
現

行
定
款
」
を
変
更
し
、
法
人
改
革
新
法

に
沿
っ
た
「
新
定
款
」
を
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
新
定
款
案
」
は
、
新

法
人
移
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

っ
て
、
法
の
許
す
範
囲
で
、「
現
行
定

款
」
を
生
か
し
た
形
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
状

態
を
打
破
し
な
い
限
り
、
総
会
を
開
い

て
も
「
新
定
款
案
」
を
議
決
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
総
会
出
席
者

数
に
、
遠
く
お
よ
ば
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
６
月
の
総
会
で
議
決
で
き
ず
、

「
新
定
款
案
」
を
再
審
議
す
る
た
め
臨

時
総
会
を
開
催
す
る
の
は
、
会
場
の
確

保
、
総
会
資
料
の
印
刷
・
発
送
、
返
信

の
整
理
な
ど
で
か
な
り
の
費
用
と
手
間

が
か
か
る
の
に
加
え
、
そ
の
後
の
申
請

事
務
の
遅
れ
を
考
え
る
と
、
な
ん
と
し

て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
わ
け
で
、
６
月
18
日
の
総
会

は
、
日
本
山
岳
会
の
存
立
に
か
か
わ
る

最
も
重
要
な
総
会
で
す
。
総
会
に
出
席

で
き
な
い
す
べ
て
の
会
員
に
委
任
状
の

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
会
の
開
催
通
知
書
は
、
22
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
定
款
変
更
な

ど
の
議
案
に
、
出
欠･

委
任
状
の
回
答

は
が
き
を
同
封
し
て
、
５
月
下
旬
に
郵

便
で
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
は
が
き
の

「
委
任
」
の
欄
に
署
名
し
、
議
案
に
つ

い
て
賛
否
を
委
任
す
る
会
員
の
名
前
を

書
い
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
尾
上
会
長
（
議
長
）
に
委
任

す
る
場
合
は
、
新
定
款
案
を
含
む
議
案

に
賛
成
さ
れ
た
票
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。

定
款
変
更
に
は
、
現
行
定
款
の
定
め

に
よ
り
理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
理
事
・
会
員
の
現
在
数
の
４

分
の
３
以
上
の
議
決
（
約
３
９
０
０
名

の
賛
成
）
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、
委

任
状
は
出
席
と
み
な
さ
れ
、
議
決
に
加

わ
っ
た
「
１
票
」
の
重
み
を
持
ち
ま
す
。

３
月
に
開
か
れ
た
平
成
22
年
度
の

第
２
回
総
会
で
は
、
５
１
５
８
名
の
在

籍
会
員
の
う
ち
、
出
欠
の
回
答
（
は
が

き
）
を
寄
せ
た
会
員
は
、
約
半
数
の
２

５
９
５
名
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う

ち
３
３
８
通
は
委
任
状
と
し
て
は
無
効

で
、
議
決
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
委
任
状
に
自
分
の
名
前
や
委
任

先
の
記
載
が
な
か
っ
た
り
、
会
員
で
な

い
人
や
総
会
に
出
席
し
な
い
会
員
に
委

任
し
た
た
め
で
す
。

念
の
た
め
つ
け
加
え
ま
す
と
、「
定

款
変
更
」
は
、
総
会
に
か
か
る
通
常
の

議
案
（
３
分
の
１
の
出
席
で
総
会
が
成

立
し
、
過
半
数
の
賛
成
で
議
決
）
と
違

っ
て
、
よ
り
多
数
の
意
思
表
示
と
賛
成

が
必
要
な
最
重
要
案
件
で
す
。

定
款
変
更
に
全
会
員
の
意
思
表
示
を―

―

6
月
18
日
の
総
会
に
は

必
ず
委
任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

総
務
委
員
会

▪
訂
正
と
お
詫
び

３
月
（
７
９
０
）
号
10
㌻
、
３
段
７
行

目
、「
祖
先
」
は
「
祖
元
」
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。�

�

❖
編
集
後
記
❖

◦
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
せ
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
、
ほ
ぼ
1
カ
月
半
が
た

ち
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

重
ね
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
多

大
な
被
害
の
あ
り
ま
し
た
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
各
支
部
長
に
、
当
日
の
模
様
と

今
後
に
つ
い
て
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大
変
な
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
が
、「
ぜ
ひ
、
東
北
の
山

へ
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に
は
強
い
共
感

を
覚
え
ま
し
た
。
春
か
ら
夏
へ
、
東
北

の
山
の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
の
も
、
復

興
へ
の
小
さ
な
お
手
伝
い
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
神
長
幹
雄
）




